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プロローグ








　金木犀の香りがほのかに感じられるころ、東とう条じょうひまりは父の会社の中庭で運命を感じた。

　茶色の髪が太陽に反射してキラキラと黄金に輝いているように見えるのが、すごく美しくて一瞬で目を奪われたのだ。

「綺麗な髪……」

　素直な気持ちが言葉となって漏れ出たことにも気づかず、彼を夢中で見つめた。

（この不思議な気持ちは何かしら……）

　初めて会うはずなのに、そんな気がしない。この感情の意味が知りたくて、ドキドキしながら一歩ずつ近づいてみる。が、彼は書類を確認しながら昼食をとっていて気づく様子がなかった。その真剣な表情をつぶさに観察する。

（あ！　分かった！）

　不意に自宅にいる愛犬のゴールデンレトリバーと重なって見えて得心がいった。理由が分かるとさらに彼のことが気になって、ひまりはもう一歩距離を詰めた。

（犬に似てるなんて失礼かもしれないけど、見れば見るほど似ているわ……！）

　初対面の男性にそんなことを思うなんてどうかと思うが、彼の持つ雰囲気がひまりを惹きつけた。どうしようもなく興味が引かれたのだ。

　目鼻立ちがハッキリしていて整った顔立ちをしているのに、どこか可愛らしい相貌。書類を見ている瞳も──髪と同じように、とても美しく見えた。

　ひまりはいけないと思いつつも彼の髪にそっと手を伸ばした。その瞬間、彼が驚きのあまり立ち上がったが、気にせず彼の髪に触れる。

「うわっ！　な、何？」

（すごい！　柔らかくてふわふわなところまで似てる！）

　癖っ毛で柔らかくて触り心地のいい髪だった。とても驚いた顔でひまりを見ている彼に無邪気に笑いかける。

「急にごめんなさい。貴方を見ているとうちにいる愛犬のレンを思い出して、つい触っちゃったの。ゴールデンレトリバーなんだけどね、貴方とそっくりなのよ」

「ゴールデンレトリバー？」

　面食らっている彼にえへへと笑うと、彼がひまりを訝しげに見た。思案顔でジッと見てくる彼をひまりも負けじと見つめ返す。

（キラキラとした瞳がとても印象的で素敵……。見れば見るほどレンを思い出すし、私この人のこともっと知りたいかも。仲良くなりたいわ）

　しばしの見つめ合いのあと彼が仕方がないなという表か情おで笑った。

（……っ！）

　高校生のひまりを見て子供がしたことだと大目に見てくれたのかもしれないが、その時の彼の表情に心を鷲掴まれた。彼の人当たりの良さに癒されたのだ。ひまりははにかみながら改めて彼に握手を求めた。

「私、東条ひまり……隠していても仕方ないからハッキリ言うけど、この会社の社長──東条政まさ孝たかの娘よ。大学受験が近くて秘書課の方々に勉強を教えてもらいに来てるんだけど、なんとなく中庭に足が向いて……。お仕事の邪魔をしてごめんなさい」

「いいえ、大丈夫ですので気にしないでください。僕は成なる瀬せ蓮れん士し郎ろうといいます、お嬢様」

　勤めている会社の社長令嬢と聞いて媚びへつらうわけでもなく、驚くわけでもなく、名乗る前と同じ態度で微笑みかけてくれる蓮士郎に、ひまりは強く好感をいだいた。名前も雰囲気もレンに似ている彼に嬉しくなって、握手をしている手にもう片方の手を重ねて笑う。

「お嬢様じゃなくて名前で呼んでほしいわ。それに蓮士郎さんのほうが年上なんだから、できれば敬語もやめて？」

「分かった。じゃあ、ひまりと呼ばせてもらうから僕のことも呼び捨てでいいよ」

「うん、ありがとう。嬉しい！　私、しばらくは勉強のためによく来るから……蓮士郎さえ良ければ、これからもたまにお話をしてほしいわ。私とお友達になってくれる？」

「もちろん喜んで。これからよろしくね」

　ひまりの願いに柔らかく笑って答えてくれる彼にパァッと心が明るくなった。

　──大手総合化学メーカー『東条化学』の一人娘として生まれたひまりは、いずれは跡取りとなる婿を取らなければならなかった。もうすぐ高校を卒業するせいか、最近では父が婚約話を進めようと躍起になっている。そこにひまりの意思はない。この時ひまりは高校の先輩が好きだと告げても聞く耳を持ってくれない父に、ほとほと疲れていたのだ。だからこそ自分の役目を忘れて笑い合える彼との出会いは何よりの心の支えとなった。
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　──二ヵ月後。

「蓮士郎！」

　勉強を教えてもらうために父の会社に来ると、蓮士郎を見かけたので大きく手を振って駆け寄った。抱きつくと、彼が優しげな笑顔でひまりを受け止めてくれる。彼は面倒見が良いタイプらしく、あの日から何かとひまりを気にかけてくれる。兄がいたらこんな感じなのかと思うくらい甲斐甲斐しいのだ。

「今日も鈴すず原はらさんと勉強？」

「うん！　そのあとに予備校に行くの。蓮士郎は？」

「僕は取引先への挨拶回りかな。今日は忙しくて秘書室に顔を出す時間が取れないから社長に許可を得てから予備校に迎えに行くよ。そのあと会議室で今日の復習をしよう」

「会議室？　それ、私でも使っていいの？」

「もちろんだよ。社長と総務の許可も得てあるし、皆の退社後だからひまりは何の心配もしなくていい。カフェで勉強するより集中できるから、今日はみっちりしごいてあげるよ」

　ひまりの腰まである長い黒髪を手櫛で梳かすように撫でながらそう言う蓮士郎にこくこくと頷く。

（蓮士郎って、まだ入社一年目なのにパパとも仲がいいわよね）

　時間が取れると秘書室で勉強をしている自分に会いにきて、鈴原と一緒に教えてくれるというのも理由のひとつだろうが、彼は明るいしよく気がきくのでおそらく仕事でも有能なのだと思う。だから父も気に入っているのだろう。

（さすが蓮士郎ね。会議室を使えるようにしてくれた蓮士郎のためにも私も頑張らなきゃ！）

「じゃあ、あとで」

「うん！　お仕事頑張ってね！」

　去っていく彼の背中に手を振って見送っていると、突然肩に手が置かれた。振り返ると、普段勉強を教えてくれている秘書の鈴原が立っていた。彼女はなぜかニヤニヤ笑っている。いつもは綺麗で頼れるお姉さんなのだが、こういうときの彼女は苦手だ。ひまりは一瞬身構えた。

「へぇ、なるほどね〜」

「鈴原さん？　何がなるほど？」

　彼女はひまりの問いかけには返事をしてくれずに、「青春ね〜」と言いながら、ひまりの頬をつつきだした。彼女の手を軽く払いのけながら首を傾げると、鈴原がふふふと笑う。

（本当に何？）

「いい感じじゃないの。付き合っちゃえば？」

「え？　蓮士郎とはそういうんじゃないよ。彼は友達だもん」

「あら、友達から始まる恋は駄目？　成瀬くんと過ごす時間は楽しいでしょう？　それに貴方たち、すごくお似合いよ」

　そう言った鈴原がひまりの頬を両手で挟み込み、ふふっと不敵に微笑んだ。そんな彼女を不審げに見る。

「知ってる？　ひまりちゃんって、目尻がキュッと上がっていて、瞳が大きくてくりっとしてるのよ。体つきも華奢だし、甘え上手。ついつい構いたくなるし包み込んであげたくなるくらい可愛いのよ。ほら、成瀬くんとピッタリでしょう」

「何それ。よく分かんない……。蓮士郎とは一緒にいて楽しいし友達から始まる恋は駄目でもないけど……。鈴原さんが思ってる感じじゃないよ。蓮士郎は五つ上のせいか、どちらかといえばお兄ちゃん的存在だもん。それに、私に好きな人がいるの知ってるでしょ」

（変な鈴原さん……）

　ひまりは幼稚舎から大学までエスカレーター式の学校に通っている。が、好きな人は一個上の先輩でひまりの学力では中々及ばない外部の大学に進学してしまった。なので、彼と同じ大学に行けるように毎日頑張っているのを鈴原も知っているのに急に何を言い出すんだろうか。

（はぁっ、先輩のお父様だってパパと同じ社長なのに……）

　エスカレーター式という特性上、良家の子女が多いように思う。そもそも将来の縁作りも兼ねて、この学校に通わせているのではないのか……。それなのに父はひまりの恋を「あのような小さな会社では話にならない」と一蹴したのだ。

（大企業じゃないから駄目なのかな？　よく分かんない……）

　以前、鈴原に聞いたが先輩の実家はうちと懇意にしている化粧品会社の下請け企業らしい。もしかすると縁談を結んでも利益にならないと判断されたのかもしれない。

　ひまりが腑に落ちない顔をしていると、鈴原が残念そうに「不憫な成瀬くん」と溜息をついた。言葉の意味が分からずにキョトンとすると、彼女がひまりの腕に自分の腕を絡める。

「どういう意味？」

「まあ今は恋より勉強よ！　無事に大学に合格してから、今言ったことの意味と成瀬くんとのことを真剣に考えればいいわ！」

「だから、蓮士郎とはそんなんじゃないって……」

「あら、その好きな先輩とは最近会ってないんでしょう？　というか、緊張して上手に話せないって前に言ってたじゃない。私は緊張しちゃう人より、落ち着いて同じ時間を共有できる成瀬くんのほうが断然いいと思うな」

（鈴原さんって、どうしてそんなに私と蓮士郎をくっつけたがるのかな？）

　とても張り切っている鈴原に秘書室まで引きずられていきながら、ひまりは首を傾げた。




「蓮士郎！」

「お疲れさま」

　数時間後。予備校を出ると、約束どおり彼が柔らかい笑みを浮かべて待っていてくれた。駆け寄ると、頑張ったねと頭を撫でてくれたので、ぎゅっと抱きつき彼の胸に頬ずりをした。

「はぁっ、落ち着く。レンに抱きついてるみたい」

「はいはい。そういうのは家に帰ってからレンにしなよ。僕はひまりの犬になる気はないから」

「そ、そういうつもりじゃないのよ。本当に蓮士郎はレンに似てるの。一回会ってみれば分かるわ」

　定例となりつつある会話を交わしながら、柔和に笑った彼に助手席のドアを開けてもらう。お礼を言いながらふにゃっと笑って車に乗り込んだ。

（犬になってほしいとかじゃなくて、レンと同じように癒しをくれるって言いたかったんだけどな……）

「あ！　そういえば今日、鈴原さんに蓮士郎と付き合ったら？　ってまた言われたよ。私に好きな人がいるのを知ってるくせに、どうしてそんなに私たちをくっつけたがるのかな……」

「彼女は彼女なりにひまりを心配してるんだよ」

「それは分かってるんだけど……。でもだからって、手近でくっつけさせようとしすぎじゃない？　それに蓮士郎を不憫というのは違うと思うの。それじゃまるで私が蓮士郎を振り回しているみたいだわ」

　唇を尖らせると、蓮士郎が「なるほど。そう見えてるわけか……」と苦々しく笑う。

（なんだ。蓮士郎だって、鈴原さんに揶揄われるのは嫌なのね）

「やっぱり不憫は間違えてるって訂正しておくわね」

「別にその必要はないよ。ただ……焦らず見守ってほしいとだけ伝えておいて」

「ええ、分かったわ。それに私にとっても今は大事な時期だものね」

　雑談を交えながら夕食をとるために蓮士郎おすすめのレストランへ向かう。美味しい食事を堪能したあとは会社の会議室を利用して勉強を教えてもらった。初めて入る会議室はひまりを少し大人な気分にさせて、背筋が伸びる思いだった。

（こんなにも協力してくれて応援してくれる皆のためにも、絶対に合格しないと！）
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「合格おめでとう！」

「ありがとう！」

　大学の合格が決まった日、応援してくれていた会社の皆がひまりの家に来てお祝いをしてくれた。その中にはもちろん蓮士郎もいる。彼はゴールデンレトリバーのレンを撫でながら、「ひまりのせいで初めて会った気がしないな」と独り言ちている。そんな彼にジュースを二つ持って近づいた。

「ね？　本当に似ていたでしょう？　名前も似てるし、蓮士郎とレンって兄弟みたいよね」

「そこは同意しかねるけど、こんなにも可愛いレンに似ていると言われるのは光栄だな。それだけ、ひまりが僕に癒しを感じてくれているってことだし」

　彼の言葉にうんうんと頷く。蓮士郎もレンもどちらもひまりに元気をくれる。なくてはならない存在だ。

（この機会に蓮士郎とレンが仲良くなってくれたら嬉しいな……）

　そう思いながら蓮士郎にジュースを一つ渡すと、立ち上がった彼が耳元に顔を近づけてきた。

「それで？　もう告白した？」

　興味津々な顔で尋ねてくる蓮士郎に苦い気持ちで視線を逸らす。そして手に持っていたジュースを一気に飲み干して、大きく首を横に振った。

「してない。だって先輩……彼女いたの」

　もしかしたら先輩に会えるかもしれないという期待も込めて、大学まで合格発表を見に行ったのだが、キャンパス内で綺麗な女の人と腕を組んで歩く先輩を見てしまい、愕然とした。先輩を見つけた時は嬉しくもなったし運命を感じたのに……その気持ちが急速に萎んでいき、結局告白どころか報告すらできずに逃げ帰ってきたのだ。

「じゃあ、諦めるの？」

「諦めたくないけど、私なんかよりも大人びていてすごく綺麗な人だったの。勝ち目ないよ……」

　体のラインに沿った露出の高い服を着こなしている巻き髪の美しい女性だった。先輩と同じ大学生とは思えないくらい大人っぽい女性を前にすると、自分がより子供に見えて惨めになったほどだ。あんな状況で声をかけられるほど、ひまりのメンタルは強くない。

「ひまり！」

　唇を噛んで俯いた瞬間、父に肩を叩かれ飛び上がる。

（まさか今の話、聞かれた？）

　父に知られると「まだ好きな人などと言っているのか」とお小言がはじまって、面倒なことになるに決まっている。ひまりが慌てて蓮士郎の後ろに隠れると、父はお酒を飲みながら豪快に笑った。

　どうやら聞かれていなかったらしい。ひまりがホッと胸を撫で下ろすと、父がひまりと蓮士郎の肩をポンポンと叩く。

「ひまり。無事に受験も終わったし、そろそろあちらの家族と顔合わせをしよう」

「は？　顔合わせ？　何それ……？」

「ひまりが勝手にしろと言っていたので、父さんが相応しい相手を選んでやったんだ。ひまりも早く誰が婚約者か知りたいだろう。きっとびっくりするぞ」

「何してるのよ！　勝手にしろってそういう意味じゃないわよ」

　確かに『私は知らないから勝手にすれば』と言ったが、断固として拒否するという姿勢を貫いたつもりだったのだ。任せるという意味じゃない。

「私、絶対に行かないからね！　婚約者なんて知りたくもないしいらないわ！」

　ふんと鼻を鳴らし顔を背ける。父は「勝手は許さないぞ」と声を荒らげたが、蓮士郎が間に入ると、途端に機嫌が良くなる。

（パパって蓮士郎のこと、すごく気に入ってるよね。やっぱり優秀な社員だから、一目置いてるのかな？）

　ひまりは父と蓮士郎の顔を交互に見ながら呑気にそう考えて、父のことは蓮士郎に任せておけば大丈夫だとしたり顔で笑った。
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「ねぇ、成瀬くん。いつまで黙っている気なの？」

「鈴原さん……」

　合格祝いのパーティーのあと、寝てしまったひまりに膝枕をしていると鈴原が隣に来て苦笑いをした。「さあ」と笑って流すと、彼女がじっとりとした目で睨んでくる。

「学校の先輩だっけ？　そんなポッと出の若造に大切な婚約者を取られていいの？」

「ポッと出じゃないです。実際、僕より付き合いが長いのは確かですよ」

　そう返すと、ムッとした鈴原に頬を引っ張られる。その手をやんわりと払いのけると、彼女が肩を竦めて嘆息した。

　ひまりは東条化学の一人娘だ。そして蓮士郎は大手化粧品メーカー『成瀬堂』の三男坊。家を継ぐ必要のない自分は、一人娘であるひまりと結婚し東条化学を担う婿養子として選ばれた──所謂、政略結婚だ。

　跡を継いだ時に経験不足とならないために現在は一般社員として学んでいるのだが、その結婚相手は蓮士郎を拒絶した。そう聞いたはずなのに、無邪気に自分の側にくるひまりに最初の頃はひどく戸惑ったものだ。蓮士郎の釣書を捨てたと聞いてからはその行動に合点がいき、ならば関係性を築いてから婚約者だとバラすのも悪くはないと考えた。なのに、彼女に好きな人がいると分かってからは言えなくなった。淀みなく自分を慕うひまりをがっかりさせたくないと思ってしまったのだ。

　蓮士郎は深い溜息をつき、自分の膝で眠っているひまりの髪を撫でた。隣では鈴原がお酒を飲みながら、ほかの秘書たちと「成瀬くんのへたれ」と言って笑っている。

「成瀬くんがいつまで経っても言わないから、社長が痺れをきらして、顔合わせの場をセッティングして、ひまりちゃんを驚かせようと画策してるみたいよ」

「知ってます……。さっきもお話されてましたから」

　社長には事前に話して許可を得ているが、そろそろ我慢の限界のようだ。

　じろっと睨んでくる秘書たちの視線を躱して、ひまりを見つめる。

　最初は犬にたとえてきて変な子だなという印象が大きかった。だが、いつしか何事にも直向きに頑張るひまりの心を自分に向けさせたいと考えるようになった。気がついた頃にはどうしようもなくハマっていたのだ。

「いずれはちゃんと言いますよ。ですが、学生時代の恋は今のうちしかできません。ひまりにはちゃんと思い出を作ってほしいので……」

「そんな悠長なことを言っていたら、ひまりをどこぞの馬の骨に取られるぞ。いいのか？　父としては嫌なんだが……」

「社長……！」

　突然話に混ざってきた社長にギョッとする。彼は驚いている蓮士郎をよそに秘書たちの隣に座って同じように酒を飲みはじめた。

（僕だって嫌だけど……、ひまりには後悔してほしくないんだ。彼女の邪魔をしたくない）

　人は色々な経験をして大人になっていく。特に学生時代の経験は得がたいものだ。最初から親に敷かれたレールだけを歩くのではなく、ひまりには色々な経験を積んでほしい。

（それに僕は、ひまりから僕を選んでほしいんだ。彼女に好きになってほしいんだ）

「そんなふうに大人の男を気取っていると足元をすくわれるわよ、成瀬くん」

「気取っているというか、ただ拗らせてるだけですよ。ひまりに自由な恋愛を経験させてあげたいと思う反面、最後は自分のもとに帰ってきてほしいと思ってる……。政略結婚じゃなくて、ひまりに僕を好きになってほしいんです。彼女と恋がしたい」

　そのためには着実に信頼関係を積み重ねなければならない。

　蓮士郎がそう言うと、社長と秘書たちがお酒を飲みながら大仰な溜息をついた。

「さっさと告白してモノにしちゃったほうが早いのに」

「仕方ない。いい報告が聞けるのはきっと数年後になるだろうが我慢してやるか」

　人の恋バナで盛り上がりはじめた彼らを放置して、蓮士郎はよく眠っているひまりを抱き上げ、護衛のようについてくるレンと一緒に彼女を自室のベッドへと運んだ。
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　──六年後。

　ひまりは秘書室でまとめ直した資料に抜けがないか確認していた。

（大丈夫そうね……）

「東条さん、それ終わったら帰っていいわよ。お疲れさま」

「お疲れさまです、鈴原さん」

　挨拶をしながら声のほうに視線を向けると、鈴原がずいっと顔を近づけてきた。突然目の前にきた彼女の顔に面食らう。

（びっくりした……）

「成瀬くん、今日取引先に行ったあとに直帰するらしいよ」

「へぇ」

「ひまりちゃんも今年で二十四歳でしょう。就職して二年経つし、そろそろ成瀬くんとのことを真剣に考えてあげてもいいと思うんだけど……。今日は待ち合わせてデートしてきたら？　私、デート服選んであげようか？」

　鼻息荒く詰め寄ってくる鈴原に、内心軽く苦笑いを浮かべる。

　彼女は事あるごとにそう言うが、本当に彼とはそんな関係ではないのだ。蓮士郎との初めての出会いから六年経った。高校生の時に好きだった先輩には結局告白できないまま大学を卒業し、今ひまりは父の会社で働いている。父は未だに婚約のことを諦めていないのか、今でもたまに食事会をセッティングしてくるが、そのどれにも出たことはない。

（この六年、あまり代わり映えのない日常を送っている気がするなぁ）

　誰かと恋をすることに憧れを感じないといえば嘘になるが、今は別にいいかなとも思う。代わり映えのない日常ということは──それだけひまりが穏やかに過ごせている証とも言える。今はそれを大切にしたい。

　ひまりは鈴原に向き合った。普段はお姉さんのように接してくれている鈴原も仕事中は上司だ。蓮士郎の話を振られるとつい言葉遣いが崩れてしまいそうになるが、まだ業務時間中なので、心をぐっと引き締める。

「私たちは兄妹みたいなものだって、何度も言っているじゃないですか。蓮士郎だって私みたいな子供は眼中にないと思いますよ」

「二十四歳は子供じゃないわよ」

「でも男の人は皆大人っぽくてセクシーな女性が好きだと思うんですよ……鈴原さんみたいな」

　大学入学後、キャンパス内で先輩を見かけたが、いつも違う女性と歩いていた。派手だったりセクシーだったり……自分では到底勝負にもならないような綺麗な女性ばかりだった。

（男の人はやっぱりそうなのよね……）

　大学生になって先輩は変わってしまった。たまに話す時に笑いかけてくれる優しい表情は変わらないが、なんというかチャラくなった。勉強も真面目にしなくなったようだし、色恋は良くも悪くも人を変えるのだなと彼を見て実感したほどだ。

　過去を思い出して暗い気持ちになっていると、鈴原がひまりの背中をバシンと叩く。

「そんなことないわよ。少なくとも成瀬くんはひまりちゃん一筋だって言い切れるわ。まさかまだ先輩に未練あるなんて言わないわよね？」

　検分するかのような視線を向けてくる鈴原にふるふると首を横に振る。

　あの時の淡い恋心は今やいい思い出だ。正直なところ、女の人を取っ替え引っ替えするような人は苦手だ。自分には昔と変わらない態度で接してくれたとしても、何度もそういう場面を見かけると、やっぱりいい気はしない。

「そういうのはもうないです。今は好きな人はいません」

「じゃあ、成瀬くんでいいじゃない」

　じゃあ──の意味が分からず、苦笑いで返す。彼女のお節介は今に始まったことではないが、最近特に激しさを増した気がする。

（確かに蓮士郎は先輩みたいな女誑しじゃないけど……）

　彼は出会った時から今でもずっと優しい。いつも兄のように甲斐甲斐しくひまりの世話を焼いてくれるのだ。そんな彼を慕っているのは事実だが、恋ではないと思う。

（彼にはなんでも話して頼っちゃうけど……私たちは本当にそういうんじゃないのよね。そんなことを言われても、きっと蓮士郎も困ってしまうわ）

　彼が恋人を作れないのは自分のせいだということも分かっているのだ。彼が許してくれるから、ついつい甘えて依存してしまう。蓮士郎兄離れしなければならないと思っているのに、中々できないのだ。

「蓮士郎は駄目ですってば。それに私には顔の知らない婚約者もいることですし」

「なら、その婚約者くんと早く会ってみれば？　運命感じるかもしれないわよ」

　一生関わる気のない婚約者を盾にして逃げようとしたが、そう切り返されて言葉に詰まる。彼女にはひまりの考えなどお見通しなのだ。

（運命なんて感じるわけないわ。政略結婚なんて絶対に嫌！　結婚するなら好きな人とじゃなきゃ……）

　ひまりは小さな声で「帰ります」とだけ言って立ち上がった。

　鈴原のお節介はひとまず置いといて、婚約の件は本当に何とかしたいものだ。

　六年も顔を見せない婚約者など、相手も嫌だろう。いつかちゃんと婚約を破棄しなきゃいけないなと思いながら、鈴原から逃げるように会社をあとにした。

（そういえば、蓮士郎ももう仕事終わってるんだっけ？　鈴原さんのアドバイスどおりにするのは癪に障るけど、食事に誘ってみようかな）

　駅までの道を歩きながら鞄からスマートフォンを取り出そうとした時、背後から「東条？」という声が聞こえた。懐かしさを掻き立てる声にバッと振り返ると、そこには学生時代に好きだった先輩が立っていた。

「先輩……！　お久しぶりです。こんなところで何をしているんですか？」

　噂をすればなんとやらだ。ひまりは先ほど話題にしていた人が目の前に現れて、複雑な気持ちになった。動揺する心を隠して駆け寄ると、以前と変わらない笑顔で微笑みかけてくれる。

「近くで少し用事があったんだ。東条は変わっていないね。なんか安心したよ」

　クスクス笑いながら頭をポンポンと軽く撫でてくる先輩に、ひまりは照れ笑いを浮かべて彼を見上げた。

「そうですか？　少しは大人な女性になっていませんか？」

「ううん、全然。それにしても懐かしいな。高校の時を思い出すよ」

（高校の時から成長していないように見えるってこと？）

　そう言って揶揄ってくる彼にガックリと肩を落とすが、気を取り直して彼に尋ねた。

「先輩はもうお仕事終わったんですか？」

「うん。東条も仕事終わってるなら今から飲みに行かない？」

「え……。でも……」

（どうしよう……）

　突然の誘いに返答に窮した。昔は彼に声をかけられるだけで胸が高鳴ったものだが、今は戸惑いのほうが大きい。なぜか、蓮士郎に悪いと思ってしまうのだ。

（……鈴原さんのせいかしら。まあ、でも一応蓮士郎に……）

「きゃっ！」

　蓮士郎に報告と相談をするためにスマートフォンを取り出した時、先輩の手が腰に回ってきて体が分かりやすいくらい跳ねる。

「緊張してるの？　東条は相変わらず可愛いね。ほら、行こう！」

「は、はい」

　過去に好きだったという思い出のせいか、彼に強く出られない。ひまりは困惑気味に頷いた。

（頃合いを見て蓮士郎に迎えにきてもらえば大丈夫かしら）

「あの、兄に連絡してからでいいですか？」

　兄と言うのが一番都合がいい気がして、この場限りだけ蓮士郎を兄と呼ぶ。が、先輩は首を横に振って、ひまりの手からスマートフォンを奪い取った。

「あ！」

「だぁめ。もう大人なんだからお兄ちゃんの許可なんていらないだろ。このスマホは帰る時に返してやるよ」

「そ、そんな……」

（でも、ちょっと思い出話をするだけだから大丈夫よね？）

　腰を抱いて歩き出した先輩を断りきれず、彼に連れられてバーへ向かった。
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「俺、無理矢理すぎたか？」

「え？」

「いや、ずっと眉尻が下がっているからさ」

　そう言って笑い、ひまりの頬をつつく彼は記憶と同じ優しい先輩だった。ひまりが苦笑いをすると、次は彼が困ったように笑う。

「ごめんなさい。嫌とか、そう言うんじゃないんですけど……」

「分かってるよ。急だったよな」

　ごめんごめんとひまりの頭をくしゃくしゃ撫でてくる先輩に懐かしさを覚えて、少し照れ臭くなり俯いた。それでも彼はまだ頭を撫でている。

「でも、東条ってブラコンだったんだな。まあ、お嬢様だから仕方ないか。でもこれからは、それじゃいけないぞ。いつまでもお兄ちゃんに頼ってばかりのお子様だとモテないぞ」

「お子様って……なんなんですか。ま、まあ、そんなこと……ありますけど」

「あるのかよ」

　爆笑する先輩からそっと目を逸らす。

　実際、蓮士郎には頼りすぎな上に甘えすぎなので否定はできない。だから鈴原が『それなら付き合っちゃいなさいよ』と言いたくなるのも仕方がないと分かっているのだ。今だって、蓮士郎とご飯に行こうと思っていたのにと、残念な気持ちのほうが大きいのだから……。この人が確かに好きだったはずなのに、今ではもうときめきなどなかった。

　ひまりは唇を尖らせながら、目の前に置かれたお酒を一口飲んだ。

（わっ！　何このお酒。強い！）

　先輩が頼んでくれたお酒ではあるが飲めそうにないので、何か別のものを注文し直そうとメニューをもらう。

（ジュースあるかな……）

「東条って、俺のこと好きだよな？　いつ告白してくれるんだろうって待ってたのに、全然してくれなくて残念だったよ」

「え……」

　予想もしていなかったことを言いだした彼に、メニューから顔を上げて瞠目する。過去の自分の気持ちがバレていたことにも驚きだが、彼がひまりの告白を待っていたことにも驚いた。

（え？　じゃあ、もしかして先輩もあの時私を？）

　目を瞬かせていると、彼がひまりの髪に指を絡めてきて、頬や首筋を撫でてくる。その手の動きになんだか悪寒がした。

「東条、このあと二人きりになれるところに行こうか？　そこでゆっくりと東条の告白を聞かせてよ」

「え？　それはできません。そろそろ帰らないと……。だからスマートフォンを返してください」

「まだ駄目。今日は俺が東条を大人にしてやるから」

「は？　大人？　別にそんなのいいです」

　慌てて首を横に振るが彼はひまりの言葉を聞いてくれずに「楽しみだなぁ」と言いながらお酒を飲んでいる。そんな彼にさらに焦りが募った。

（こんなにも強引な人だったかしら）

「あ、あの、先輩。私、本当に帰らなきゃ……。いっぱい飲みたいなら、高校の時の皆に声をかけて別日に飲み会をしましょうよ。きっと皆懐かしいって喜ぶと思いますよ」

　が、彼はひまりが何度言っても、適当な相槌を打つだけでまともに取り合ってくれなかった。そんな彼を見て、嘆息する。ハッキリ言うのは後輩としては無礼かもしれないが、こういうタイプには言わないと伝わらないだろう。

「先輩のこと……もう好きじゃないです。確かに以前は憧れていましたけど、今は恋心はありません。先輩、大学に入って派手な女の人とばかり遊ぶようになりましたよね？　正直、後輩としてはがっかりしました……」

「へぇ。言うね〜」

　ひまりの言葉に嫌な顔をするわけでもなく怒るわけでもなく、莞爾としてお酒を飲み続ける先輩に当惑する。そんな彼にどうしていいか分からなくなり、ひまりは唇を噛んだ。

（もういっそスマートフォン置いていこうかな？　あとで、蓮士郎についてきてもらって取りに行けば……）

「わ、私、帰ります。スマートフォンはあとで取りに来ますから」

　そう告げて立ち上がると、先輩がひまりの手を掴む。その力強さに体が強張るが、振り払うわけにもいかず、眉根を寄せてその手をジッと見ていると彼が手を離して肩を竦めた。

「分かった。もう一件だけ付き合ってくれたら返してあげるよ」

「本当ですか？」

「ああ、門限とかあるんだろ。俺、実は東条とやりたいことがあるんだ。それが終わったら、ちゃんと家まで送ってやるから」

　彼の言葉にホッと胸を撫で下ろす。別に門限などはないが、勘違いさせておいたほうがいいと思い、ひまりは首肯した。

（でも、やりたいことって何かしら？）




「え？　ここは？」

「ここは好きな人と仲良くするところ。東条は俺のこと好きだから問題ないよな？」

「え……」

　連れて来られた場所に大きく目を見開いて固まる。ピンク色のネオンが輝く建物がたくさん並んでいて、変な汗がぶわっと噴き出した。

（やりたいことってこれ!?）

　ひまりが怖くなり一歩後退ると、彼が背後から抱きついてきた。

「ここ、ラブホテルですよね？　どういうことですか？　私、困ります……」

「その反応可愛い。東条ってやっぱり処女だよな？　今からお嬢様にいけないことを教えられると思うと興奮してきた」

「やだ……やめて。無理です。絶対に嫌です」

「大丈夫だって、気持ちいいことしかしないから。それに東条は俺のことが好きなんだろ。だったら問題ないよ。ちゃんと大人にしてやるから」

「好きじゃないです。さっきの話聞いてました？」

　酔っているからなのか、意味の分からないことを言う彼に恐怖で体がわななく。ひまりは全力で彼の胸を押しのけようとした。

「強がらなくていいよ。ちゃんと分かってるから」

　何が分かっているのかさっぱり分からない。ひまりは何度も首を横に振って「無理です」と伝えた。

（怖い……蓮士郎。助けて……）

　心の中で何度も蓮士郎の名前を呼ぶ。なぜかは分からないが、彼の顔が思い浮かんだ。いつものように「大丈夫だ」と言って、頭を撫でてほしかった。

　彼は暴れるひまりを抱き込んで、スーツのジャケットの合わせから手を滑り込ませ、シャツの上から胸を触ってきた。獣のように興奮しきった息遣いと不愉快な彼の手の感覚に、気がついたら鞄を思いきり振り回して叫んでいた。

「嫌！　やめて！　貴方なんてもう嫌いよ！　この変態！　大嫌い！」
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（どうしよう……ここどこ？）

　あのあと、何とか先輩から逃げ出せたが、無理矢理連れてこられたことと闇雲に走って逃げたこともあって、駅までの道が分からなくなってしまった。逃げる途中で何度も転んでしまい、すり傷だらけで痛くてたまらない。でもそれ以上に痛いのは心だ。

　ひまりはすりむいて血が出た膝を眺めながら立ち尽くした。涙が出てきて、視界が滲む。

　彼は嫌がるひまりに心底面倒くさそうな顔をした。だが、あんな場所で大きな声を出したのが逆に良かったのか、注目を浴びたことでそれが逃げる隙に繋がった。

「良かった……。逃げ出せて良かった」

　でも、その行動が余計に彼の怒りを買ってしまったように思う。もしも逃げ出せなかったら、想像もつかないくらいひどい目にあっていたかもしれない。

（私、あんな人を好きだったんだ……）

　高校生の時、優しく接してくれた彼に恋をした。同じ大学に行きたくて、苦手な勉強を頑張った。でもそんな憧れだった彼は拒絶したひまりを、『つまらない女』『なんの価値もない女』と罵って、奪っていたスマートフォンを投げつけた。あんな人への想いを原動力に頑張っていたのかと思うと情けなさすぎて涙が止まらない。何よりのこのこと、ついて行った自分の迂闊さが許せなかった。

（最悪……）

　ぐすっと鼻を啜った途端、スマートフォンが鳴る。投げられた時に画面が割れてしまっていたのだが壊れていなかったようで、蓮士郎の名前が表示されていた。

（蓮士郎だ……！）

　安心して涙がぶわっとあふれてくる。声が聞きたくてたまらなかった相手からの電話に慌てて出ると、蓮士郎の焦った声が聞こえてきた。

「ひまり、今どこ？　定時で帰ったはずのひまりがこんな時間になっても帰ってこないって社長が慌ててたよ」

「……ううっ、わ、私……迷子に、なっちゃって……ここがどこだか、分からないの」

　涙ながらそう伝えると、蓮士郎の優しい声が聞こえた。

「大丈夫だよ。マップを開いてひまりの位置情報を共有してくれたら、すぐ迎えに行くから。もし近くにカフェとかあるなら、そこに入って待ってて」

「うん……」

　以前、蓮士郎から迷子になった時のために、マップアプリを使っての現在地の共有方法を教えてもらっていたので、そのやり方を思い出しながら蓮士郎に自分のいる場所を知らせた。

（思ったより、駅から遠くない場所だ……）

　途轍もなく不安だったが、蓮士郎の声を聞いたことで少し気持ちが落ち着いたように思う。

（良かった。私じゃ、マップで自分の場所を確認するって考えができなかったから……）

　ホッと安堵の息をつきながら周りをきょろきょろと見回すと、すぐ近くにカフェがあることに気がついた。

（カフェあるけど……、こんな汚れた恰好で入っていいのかな？）

　だが、ここで待っていたら、万が一先輩に見つかった時に今度こそ逃げ切れる自信がない。でもお店の中なら先輩も変なことはできないだろう。

　ひまりは転んだ時についた汚れをはたいて落とし、蓮士郎が来た時にすぐ分かるように窓際の席に座ることにした。

「温かい……」

　注文したコーヒーが痛む心に沁み渡る。ひまりはカップを握りしめながら、唇を噛んだ。安心したせいかまた涙が出そうになって、こんなところで泣いちゃ駄目だと自分に言い聞かせせながら、彼を待つ。

（蓮士郎。早くきて！）
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「ひまり！」

「蓮士郎……」

　あの電話から三十分も経たずにお店に飛び込んできた蓮士郎に駆け寄ると、しっかりと抱き締めてくれる。彼はボロボロのひまりを見て一瞬言葉を失って硬直したが、腕の中で泣きじゃくっている姿にハッとしたようで、膝をついてスーツの汚れを払ってくれた。

「一体、何があったの？　どうしてこんなにボロボロなの？」

「先輩に会ったの……」

　傷の手当てをするためにここから距離の近い蓮士郎の家に彼の車で向かいながら、画面が割れたスマートフォンを見せて事の顛末を話す。蓮士郎は、何度も言葉を詰まらせては泣いて話を中断してしまうひまりを急かすことなく、黙って聞いてくれた。そして部屋に着くとすぐにお風呂の用意をし、すりむいた膝の手当てをしてくれる。

「ありがとう。……迷惑かけてごめんね」

「ひまりは何も悪くないから謝らないで。悪いのは全部あの男だから」

「でもついて行くなんて迂闊だったと思うの。スマートフォンをとられて押し切られたからって……ちゃんと断れなかった私が悪いと思う……」

　過去の思い出があるせいか──先輩は自分には無体なことをしないと信じていた。女癖は悪くとも、後輩には良い先輩のままだと思っていたのだ。

　ひまりが唇を噛むと、蓮士郎が頭をポンポンしてくれる。

「それでもひまりは悪くない。だから、もう自分を責めないで」

「うん……」

　震える声でそう返事をして、蓮士郎の服をぎゅっと掴む。彼はひまりを膝に乗せて、慰めるように何度も背中をさすってくれた。

「先輩にね……ノリの悪い女だって言われちゃった……。エッチできない女なんて価値ないんだって……。私、どうしてあんな人好きだったんだろう。見る目なさすぎ……」

　笑い話にして流してしまえたらどんなにいいかと思い、精一杯笑ってみせる。でも、あの時のことを思い出すと涙があふれて止まらなかった。ひまりが泣いている間、蓮士郎は何も言わずにずっとひまりを抱き締めて頭を撫でてくれる。

「蓮士郎、ありがとう。蓮士郎がいなかったら私、今もあそこで途方に暮れていたと思う」

　ひと通り泣いたせいか少し落ち着けた。ひまりが頭を下げながらお礼を言うと、蓮士郎が柔らかく微笑みかけてくれる。そのいつもと変わらない笑顔に少し気が楽になった。

「そんなの気にしなくていいよ。それより疲れただろう？　ひまりがお風呂に入っているうちにご両親に連絡しておいたから、今日はここに泊まって明日の朝に帰ろう。ひまりはベッドを使って……」

「え？　そんなの悪いよ。私がソファーで寝るから……」

「それは絶対に駄目だよ。ひまりは女の子だし、怪我もしてる。ソファーでは寝かせられない。お願いだから、僕のためを思うならベッドで寝てよ」

「……じゃ、じゃあ、一緒に寝よう。このベッド広いから二人くらい余裕だし」

　ひまりがそう言うと、蓮士郎が大きな溜息をついた。少し呆れているように見えてたじろぐと、頭を撫でてくれる。ひまりは縋るように彼の服を掴んだ。

「お願い……。わがままなのは分かっているんだけど、せめて眠るまでは側にいてほしいの」

「ひまり……」

　そう言うと、力強く抱き締めてくれる。呆れてはいても彼は絶対にひまりを突き放したりしない。その優しさが嬉しかった。

　蓮士郎に抱きついたまま動かないでいると、彼が小さく息をつく。

「じゃあ少しだけね」

「うん……」

　包み込んでくれる彼の腕の中にいると安心感で疲れがどっと出てくる。ひまりは蓮士郎に抱きついたまま目を瞑った。




「うぅ……やだ、やめて……」

「ひまり」

「嫌っ、怖い……！」

「ひまり！」

　蓮士郎の大きな声でハッとする。目を開けると彼の腕の中にいた。

（私……）

「すごくうなされてたよ。大丈夫？」

「ご、ごめんなさい……。先輩とのことを夢に見てたの……」

　汗と涙を拭いてくれる蓮士郎に、ぎこちなく笑う。

　あの時触られた胸に残る感触が気持ち悪くてたまらない。お風呂でしっかり洗ったはずなのに、どうしても拭えない嫌な記憶が──忘れることを許してくれないのだ。

　ひまりは胸元をぎゅっと掴んで俯いた。

（だから夢にまで見ちゃったのかな……）

「実は……胸触られたの。それがすごく気持ち悪くて、今でも嫌な感覚が残ってるの……だから怖い夢見たのかも。ごめんね、起こしちゃったよね？」

「は？　ひまりの胸を触った？」

　ひまりの言葉に蓮士郎の眉間に皺が寄る。ものすごく怖い顔になった蓮士郎にびくつくと、彼がひまりの背中をさすってくれた。

「ごめん。ひまりに怒っているわけじゃないんだ。ひまりを傷つけたあの男が、どうしても許せなくて……。いっときでも君に好きになってもらえたくせに、それを大切にしないのも許せない。絶対に責任を取らせるから」

「そんなの別にいいわ。もう先輩には関わりたくないの……忘れたいの」

（第一、責任って何？　手を出した責任をとって今度は先輩と政略結婚させられたらどうするの？）

　一応あんなのでも社長子息だ。父はひまりが先輩を好きだと言った時に、あのような小さな会社では話にならないと言っていたので大丈夫だとは思うが、娘に手を出したなら……といって、万が一責任を取って結婚だなんて話になったら耐えられない。

　ひまりは首を横に振って触られた胸を押さえた。すると、その手に蓮士郎が手を重ねる。不安げに彼の顔を見ると、とても痛ましそうな表情をしていた。

「分かった。ひまりが嫌なことはしないよ」

「ありがとう」

　ホッと息をつくと、蓮士郎がひまりの手を掴む。

「あのさ……ひまりが嫌じゃなければなんだけど、ちょっと見ていい？　できれば消毒したいんだ……」

「え？　だ、駄目。お風呂で洗いすぎて赤くなってるから……」

「なら尚のことだよ。もし傷になっているなら手当てしなきゃ。お願い、ひまり。怖いことは絶対にしないと約束するから、僕に治療させて？」

（治療しなきゃいけないほどじゃないんだけど……）

　嫌な感覚を消したくていっぱい擦ったのでヒリヒリはするが、傷にはなっていないはずだ。だが、彼のとても心配そうな表か情おに嫌だとは言えなかった。むしろ見せることで蓮士郎を安心させることができるなら、そちらのほうがいいとさえ思えた。

　おずおずと彼に借りたＴシャツを脱ぐ。大きめでひまりが着るとワンピースのようになっているので脱いでしまうと、すぐ下着だ。が、脱いだ瞬間、大判のバスタオルに素早くくるまれた。

「え……」

「ごめんね。あんなことがあったのに恥ずかしい思いをさせて……。これで体を隠してくれていいから」

「ありがとう……」

　バスタオルにくるまりながらモゾモゾとブラを外す。

　自分でもかなり血迷ってるとは思うが、これは蓮士郎を安心させるためと治療のためだと自分に言い聞かせて、彼に胸を見せた。

（恥ずかしい！）

「本当に赤くなってる……。擦りすぎだよ」

「だって気持ち悪くて……」

「少し触るよ。どう？　痛い？」

　蓮士郎の手が気遣わしげに乳房に触れる。先輩に触られた時はあんなにも不快だったのに、蓮士郎の手は温かくて嫌じゃなかった。彼の問いかけに小さく首を横に振る。

「痛くないわ」

「なら、不快感は？」

「……蓮士郎が触ると、さっきまであった気持ち悪さがなくなった気がするの。だから大丈夫」

　そう答えると、彼が安堵の息をつく。彼はいたわるように優しく両胸に触れた。そこからじんわりと熱が広がってきて、ひまりはバスタオルをぎゅっと掴んだ。

（なんだろう。変な感じ……なんかむずむずする……）

　もっとちゃんと触ってほしいような感覚にさえ陥る。ひまりは湧いて出たはしたない感情にかぶりを振った。すると、次は不安が顔を出す。

「わ、私……明日からどうしよう。外に出るのちょっと怖いかも……。だからっていつも蓮士郎の後ろに隠れてるわけにはいかないし……」

　ドキドキしたり落ち込んだり、感情が激しく揺れ動く。自分でもどうしたらいいか分からなくて、唇をぎゅっと噛んだ。

「ねぇ、ひまり。辛い時は好きなだけ泣いていいし、何もする気持ちになれないなら休んだっていいんだよ。だからって誰も君を責めたりしない。長い人生の中で何もしない時間が少しあったくらいで駄目になるわけなんてないんだから、思い切って自分を甘やかしてあげてよ」

「今みたいに蓮士郎に甘えてばかりでいいの？」

「うん、いいよ。ひまりが甘えて頼ってくれる相手が僕だということがすごく嬉しい」

　柔らかい眼差しでひまりを見つめ、抱き締めてくれる。小さく頷くと、彼の手がまた乳房に触れた。

「んぅっ」

（〜〜〜っ！）

　突如出た変な声に慌てて自分の口を覆う。両手で口を押さえたものだから、はらりとバスタオルが落ちた。

「きゃっ！」

　慌ててバスタオルを手繰り寄せようとすると、蓮士郎に制止される。彼の顔を見ると、眉尻が下がっていて余裕がなさそうに見えた。

（蓮士郎？）

「ひまり、もう少しだけ踏み込んでいい？　あいつが触ったところ、消毒したいんだ」

「うん、いいよ」

　どうやって消毒するのか分からなかったが、蓮士郎に任せれば大丈夫だろうと思い、こくんと頷いた。すると、彼の顔が胸に近づいてくる。え？　と思った時には赤くなった部分に彼の舌が触れていた。

「あっ！」

　赤くなったところを丹念に舐め、優しく撫でてくれる。その献身的な姿に恥ずかしさと愛おしさが綯い交ぜになって、ひまりはどうしたらいいか分からなくなった。

「はぅ、ふっ……んんぅ！」

（やだ、何これ気持ち良い……）

　彼の熱い舌と指が胸の曲線をなぞる。彼はひまりの反応に一瞬安心したような顔をしたあと胸の先端を舌先でつついた。体がビクンと跳ねると、甘く食んで包み込むように舐められる。

「ふぁあっ……それ、やっ……気持ち、いいっ……あうっ」

　電気のような何かがひまりの背筋を走り抜けてゾクゾクした。背中をしならせたひまりを見て「可愛い」と笑った蓮士郎は、反対の先端も同じように口に含む。そうして今度は、今まで吸っていたほうの先端を指先で転がした。

（あ、ああ……蓮士郎が、私の胸、いっぱい……触ってる……）

　今まで兄のように側にいてくれた彼が、今は自分の胸に吸いついている。左右の胸の先端を交互に吸って、胸を揉みしだいている。そんな彼を見ていると、ひまりの心が満たされていくのを感じた。

（どうしてだろう。蓮士郎と触れ合っていると、なんだか気持ちが落ち着いてくる……。もう怖くない）

　その時、胸の先端を舐めていた彼がひまりを見た。射貫くような視線に見つめられて、耐えきれず目を逸らすと、彼が苦笑いをした。

「ひまりのここ、さっきよりも赤くなっちゃった。ぷっくりと立ってるし……。それにひまりの反応が予想以上に可愛すぎて、これ以上はちょっとやばいかも……」

「やばい？」

「うん。これ以上したら、あいつと同じになってしまう。それは嫌なんだ。ひまりが望んでくれるまで待つから……」

　体を離してバスタオルで再度くるんでくれる。彼の苦笑いの意味をよく分からないままに頷いた。すると、彼が「ありがとう、嬉しいよ」と言ったあと後ろを向いたので、手早くブラをつけて、Ｔシャツを着る。

（もう終わりなんだ……なんか残念……いや、でも蓮士郎はお兄ちゃんみたいなものだから……これ以上は変だよね？）

　自分の気持ちなのによく分からない。ひまりは先ほどまで蓮士郎が触れてくれていた胸にそっと触れた。そして背中を向けている彼を見る。それでも、この気持ちの正体が分からなかった。

（まだ混乱しているのかしら……）

　きっとそうだと無理矢理納得し、蓮士郎に声をかける。

「蓮士郎。服着たよ」

「うん、じゃあ、そろそろ寝ようか。ひまりが寝つくまで側にいるから安心して」

「ありがとう」

　振り返った彼にすり寄ると抱き締めて頭を撫でてくれる。蓮士郎に抱き締められたまま、ベッドに入り彼を見ると、何かに耐えるような顔で目を瞑っていた。その顔をしばらくジッと見ていると、先ほど蓮士郎がくれた言葉が頭の中に浮かんだ。

（休んで自分を甘やかしてあげてもいい……）

「……ねぇ、蓮士郎」

「ん？」

「私、仕事休んで海外に行ってみようかな。今はすぐに泣いて蓮士郎に負担しかかけなさそうだから……。日本と違う場所に行って、前を向けるように頑張りたいかも」

「海外ってどこ？」

「シチリアにうちの別邸があるの。今はおじいさまがいらっしゃるんだけど、就職してからは一度も会いに行っていないのよね。そこに行ってみようかなって考えてる……。どう思う？　お仕事休むなんてやっぱり駄目かな？」

　シチリアの別邸は曾祖父が隠居するために建てた家らしく、現在は祖父に引き継がれている。楽しかった思い出がたくさんある場所でなら、嫌なことはすべて忘れられるかもしれない。それに、このままだと弱すぎる自分を嫌いになると思う。先輩とのことを思い出すたびに泣いて蓮士郎に迷惑をかける自分が許せなくなるだろう。

「いいと思うよ。寂しいけど、会長がいるなら安心だ。それに、また先輩に会ってひまりが辛い思いをするほうが嫌だから、彼の件が片づくまで静養しているといいよ。仕事を休めるように僕も協力するから」

　賛成してくれたことにホッとすると、急激に眠気が襲ってきた。ひまりがうとうとすると、蓮士郎が背中をポンポンしてくれる。それが余計に眠気を誘い、目をごしごしと擦る。

「先輩のことはもういいから……。あまりおおごとにしちゃったら、パパが責任をとって私と先輩を結婚させようとするかもしれないわ……」

「そんなことには絶対にならないよ。もう少し東条社長を信用してあげてよ」

「だって……」

「そんな顔しないでよ。本当に大丈夫だから。絶対にひまりは誰にもやらないから安心してシチリアにいてよ。迎えに行くから」

（なら、安心かしら）

　その言葉を聞いたのと同時に、ひまりの意識が微睡に落ちていった。







第二章








「ひまり！　いつまで寝ているんだ。そろそろ起きなさい」

「……おじいさま」

　朝の市場で買ってきた新鮮な魚介やフルーツを手にいっぱい抱えて、ひまりの部屋のドアを元気良く開ける祖父──東条明あき雅まさにげんなりした視線を送る。

（朝から元気なんだから……）

　東条化学の会長でもある彼は、現在は一線を退き祖母の眠るシチリアで老後を過ごしているのだが、若い頃から仕事人間だったせいか、じっとしていられない性分のようで年齢を感じさせないくらい元気だ。

「まだ朝の五時だよ。やめてよ……」

「何を言っておるのだ。家に籠っていても規則正しい生活は心掛けねばならんぞ。そうしなければ、心が負けてしまう」

「……分かったわ。ちゃんと起きるから」

　じろりと睨みをきかせて出ていく祖父の背中を見ながら、ひまりは大仰な溜息をついて、再度ベッドに倒れ込んだ。

　──あの騒動から三ヵ月。蓮士郎が父に上手く言ってくれたおかげで、反対されることなく休職をして別邸があるシチリアのトラーパニに来ることができた。祖父が『どうせ来るなら有意義に過ごしなさい』と言ったので、表向きはシチリアにある系列会社への出向という形を取ってここに来ている。就労ビザなので今以上に語学力を磨いて働くのが当然なのだが、ここに来てからというもの──何もせずにずっと家の窓から見える景色をぼんやりと眺めて過ごしてる。

　蓮士郎と一緒にいた時には気がつかなかったが、先輩と同じ年頃の男の人が大きな声で笑っていたりするのが怖くてたまらないのだ。何もしてこないと頭では分かっているのに、足が竦んで動けなくなってしまう。こちらに着いた時にパニックを起こしてしまったこともあり、祖父はひまりを無理に外に出そうとしない。だから余計に甘えてしまって現状を打破できていないのだ。結局のところ蓮士郎がいないと何もできない駄目な自分のままだ。

「レンと蓮士郎、何してるのかな」

（日本は今お昼くらいよね。蓮士郎のことだから、また中庭のベンチでパンを食べながら仕事をしてそう。レンはお昼寝かな）

　ぽつりと呟いてスマートフォンをジッと見つめる。蓮士郎からレンの写真が送られてきたり、近況報告のための電話がかかってくるが、最近では忙しいのか減ったように思う。

　ここに来る時は前を向いて一皮剥けた自分になって蓮士郎を驚かせてやるんだと意気込んでいたが、未だに何も変わらないままだ。前も向けていないし成長もできていない。

（こんなことなら日本にいたほうが良かったのかな……。絶対レンと蓮士郎にも寂しい思いさせてるし）

「それに私も寂しい……。会いたいな……」

　抱きつきたい。抱き締めてほしい。一瞬そう考えて、慌ててぶんぶんと頭を大きく左右に振り、思考を散らす。

　いや、駄目だ。日本にいたら蓮士郎に甘えてしまう。彼の背中に隠れて怖いことから目を背けていたに決まっている。そんなことを続けていたら、優しい蓮士郎でもひまりに嫌気を差していただろう。

（離れて良かったのよ……。あのままずるずると蓮士郎に甘えていたら、そのうち愛想を尽かされていたかもしれないわ）

　蓮士郎にまで、先輩のような目で見られたら耐えられない。彼にまで価値のないつまらない女などと絶対に思われたくない。

（蓮士郎に嫌われるなんて、そんなの絶対嫌……！）

　言われてもいないのに想像して涙が出てくる。この三ヵ月、ずっとこんな感じだ。思いの外あのことがこたえているようで、心に刺さって抜けないのだ。部屋に籠ってうじうじと悩んで、結局一歩も踏み出せないまま時間だけが過ぎていく。

「はぁっ、起きよ……」

　ひまりは重い溜息をついて体を起こした。のそのそと身支度を整えて、祖父のいるリビングに向かう。

（ずっと部屋にいるから後ろ向きなことばかり考えるのかも……おじいさまの言うように、せっかくシチリアにいるんだから何か始めてみようかしら）

　祖父は毎朝祖母のお墓参りをしたのち、市場や商店に顔を出したりと精力的に動いている。そのおかげか、とても顔が広く人気者らしい。

（まずは室内でできるおじいさまのお手伝いをするのもありよね）

　そんなことを考えながらリビングに入ろうとしたところで、何やら聞き覚えのある声が聞こえて、はたと動きを止める。

（あれ？　この声、蓮士郎に似てる……）

　考えすぎてとうとう幻聴まで聞こえるようになったのかと、ひまりは自分の両頬をパシンと叩いた。深呼吸をして心を落ち着けてから、そっとリビングを覗く。

（……！）

「このオレンジのサラダ、美味しいですね。フルーツサラダは苦手なので最初は抵抗があったのですが、食べてみると僕好みです」

「そうじゃろう。食わず嫌いはよくないぞ」

「成瀬さん、こちらも如何ですか？　お嬢様が好きなシチリアのオムレツですよ」

「ありがとうございます」

　そこには、祖父とお手伝いの小お野のと一緒に和気藹々と食卓を囲んでいる蓮士郎がいた。先ほど思考を占めていた人が目の前に現れて、ひまりは目を擦る。

（幻覚？　まだ寝ぼけてるのかな、私……）

　何度目を凝らしても蓮士郎がいる。ひまりの頭の中は疑問符でいっぱいになった。混乱した頭のまま右往左往し、とりあえず自室に逃げ込んだ。

（ど、どうしよう。なんでいるの？　おじいさまが呼んだとか？　いや、パパが送り込んだのかも）

　ずっと会いたかった人が現れて嬉しくてソワソワしてしまう。ひまりはつい緩む頬を引き締めるために顔に力を入れた。

「いや、喜んじゃ駄目よ。これじゃ、結局何も変わらないわ」

　勝手に喜んでしまう心を振り払うように、かぶりを振る。

　シチリアに滞在して一ヵ月半が経ったあたりから、父は寂しい寂しいと電話を沢山かけてくるようになった。正直、蓮士郎より頻度が多いほどだ。きっと我慢ができなくなって迎えを寄越したに違いない。

「もうパパったら。しばらく放っておいてって言ったのに……」

　ぶつぶつと文句を言いながらスマートフォンを取り出し、父に電話をかけた。数秒も経たずに電話に出た父の声はとても機嫌が良さそうで、ひまりの苛立ちを誘った。

「パパ！　蓮士郎がここにいるんだけど、どういうことよ！」

「ひまりが辛い思いをしたのは分かっているが、この三ヵ月何もせずに部屋で過ごしているのが、心の回復を遅らせている原因だと私とおじいさまで判断したんだ」

（だからって、蓮士郎だって忙しいのに……）

　人のことは言えないが我が家はどうも蓮士郎に頼りすぎなところがある。このままでは本当に蓮士郎に嫌気を差されてしまう。

「一人だから何もする気が起きないのだと思ったから、成瀬くんを世話係として行かせたんだぞ。喜ぶと思ったのに、なぜ怒っているんだ？」

「で、でも……私まだ帰りたくないもん。それに蓮士郎に頼りすぎてばかりだと彼の負担になるわ。私、蓮士郎に嫌われたくないの……。ちゃんと克服するまで待っていてよ。だから蓮士郎のこと日本に呼び戻して」

「成瀬くんがひまりを嫌うなど絶対にあり得ん。ひまりも気がすむまで遊んだら、嫌なことが吹き飛ぶだろう。成瀬くんと観光でもして存分に楽しみなさい。それから嫌われたくないと思う気持ちが何なのかも、この機会にしっかりと考えろ」

　上手く言い返せずに、ごにょごにょと口籠る。すると、父は「ひまりが元気な笑顔で帰ってくるのを待っている」と言って電話を切った。スマートフォンを耳に当てたまま立ち尽くす。

　蓮士郎に嫌われたくないのがなぜなのかくらい分かってる。大好きな兄を失いたくない気持ちだ。何より、一生蓮士郎に頼ってばかりではいられない。ひまりのせいで彼は出会ってからずっと恋人を作れていないように思う。

「はぁぁ〜っ」

　重く暗い溜息が漏れ出る。

　シチリアには前向きな気持ちで来たはずだ。雑念から解放されて自分の心と向き合うために……。それがどうだろう。雑念ばかりだし、向き合うことから逃げている。

（私だってこのままじゃ駄目なことくらい分かっているのよ。でももう少し待ってほしいの……）

　このままではここに来た意味がない。蓮士郎に甘えて彼に負担をかける場所が日本からシチリアに変わっただけだ。

「蓮士郎のばか。どうして来ちゃうのよ……。それに世話係って何よ、世話係って」

「東条社長に頼まれたからですよ、お嬢様」

　頭を抱えたのと同時に、肩に手が置かれる。ハッとして顔を上げると、そこには蓮士郎がいた。

「蓮士郎！」

「おはようございます。お久しぶりですね」

　にこやかに微笑んでいる蓮士郎に思わず眉根を寄せる。彼が言葉遣いを改めているのが気に入らなくて、ひまりはソファーにあったクッションを彼に投げつけた。

「……何しに来たのよ？　私、まだ帰らないから」

　ふんっと鼻を鳴らし、蓮士郎を睨みつける。彼はいつもと変わらないにこやかな笑みを崩さない。でもなぜかものすごく怒っている気がして、ひまりはたじろいだ。

（どうしてそんな喋り方なの？　いつまで経っても前を向けないから、もう愛想を尽かしたの？）

　そう思うと悲しくなった。二個目のクッションをぎゅっと握り、唇を噛む。

　こんな状態で彼と向き合ったら、さらに呆れられて嫌われてしまうかもしれない。ただでさえ、彼は怒っているようなのに。

「……そ、それより、どうして怒ってるの？　私、何かした？」

「別に怒っていませんよ」

（嘘つき！）

　どう見ても怒っているくせに平然と嘘をつく蓮士郎に、クッションを持つ手に力がこもる。

「帰ってよ。ここに来させてくれたのなら放っておいて。皆からすれば、ぐずぐずしているように見えるかもしれないけど、私なりにちゃんと考えているのよ」

「それは分かっていますが……。お嬢様ひとりでは回復は不可能だと思いますよ？」

「なっ！　不可能って何よ！」

　ひまりは彼を力一杯睨みつけ、手に持っていたクッションをまた投げつけた。

（追い返してやる！）

　負担をかけたくないから追い返すというのは何かが違う気もするが、蓮士郎の態度がひまりを冷静にしてくれない。

（私は蓮士郎に迷惑かけたくないのに……それなのに不可能って何よ。それにそのお嬢様ってなんなのよ。ムカつく……ちゃんと名前で呼びなさいよ）

「帰って。蓮士郎まで仕事休んでどうするのよ。帰って仕事しなさいよ」

「と言われましても社長命令でここに来ているので……。言うなれば、今はここが職場です」

　ニコニコと笑って敬語でひまりを往なす蓮士郎にひどく腹が立った。ひまりは必死で彼を追い返す手立てを考えようと思考を巡らせた。

（うう、どうしよう。一筋縄ではいかなさそう……。あ！　そうだ！）

　いいことを思いついて、ほくそ笑む。ひまりはニッコリと彼に微笑みかけた。

「ねぇ、蓮士郎。私のお願いを聞いてくれる？　もし最初から聞く気がなかったり、叶えることができないと思うなら今すぐ帰って。そしてしばらく私を放っておいて」

「お願い、ですか？」

　一瞬驚いた顔をしたが、すぐに余裕たっぷりの笑みに変わる。その表情にムッとしたひまりは腰に手を当て、彼に向かってビシッと指差した。

「私を女にして！」

「は？」

　これにはさすがに蓮士郎も予想をしていなかったのだろう。とても驚いた顔をしている。

　彼には以前、胸を曝け出し消毒と治療をしてもらったが、あれはあれ、これはこれだ。それに父の言いつけで来ている蓮士郎が祖父もいるこの屋敷で不埒なことはできないから、これで大人しく帰るしかなくなるだろう。ひまりは勝ちを確信して、しめしめと笑った。

（きっと蓮士郎は困るに違いないわ）

「……好きだった人はエッチができない女はつまらないと言ったわ。価値なんてないって……。だから貴方が私に教えてよ。私を価値のある女にして」

　精一杯悲壮感を込めた表情でそう言った。こう言えば、蓮士郎は何もできないはずだ。現に彼は瞠目して固まったまま動かない。

「本気ですか？」

「できないなら今すぐ帰って。あと、その喋り方は気持ち悪いからやめて」

　そう言って蓮士郎の隣をすり抜けて部屋を出て行こうとすると、その瞬間ガバッと抱きつかれてソファーに押し倒された。

「えっ!?」

「ひまりは本当に浅はかだなぁ」

　何が起きたのか分からず目をぱちくりさせていると、彼が挑発的に笑った。ひまりの腰に跨り、悠然と見下ろす彼に息を呑む。

「蓮士郎……？」

「それで僕を追い返すことができると本気で思っているんだ？」

「ええ、私のお願いを叶えられないなら帰ってほしいわ」

　蓮士郎の雰囲気に呑まれないように真剣な表情をつくる。すると、彼はなぜか目を伏せてくつくつと笑い出した。

「何がおかしいの？」

「おかしいというより可愛くて」

　意味が分からなくて眉根を寄せた時、蓮士郎がひまりの目を見る。楽しいことを思いついたような彼の表情に、背筋にゾクリとしたものが走る。

「じゃあゲームをしようか。期間は三ヵ月。その間、僕はひまりの望みどおり、君に愛されることの悦びを教えてあげるよ。期間が終わったあと、ひまりの心を見事に癒すことができていれば、次は僕に従ってもらうよ」

（ゲーム？）

　まさか受け入れられるとは思っていなかったので、目を白黒させる。彼の──捕食対象を前にした肉食獣のような目が少し怖くて、変な汗が出た。

（私、とんでもない失敗をしたんじゃ！　絶対に蓮士郎は乗ってこないと思ったのに……）

「蓮士郎こそ本気で言ってるの？　ここにはおじいさまもいるのよ……」

「だから何？　もしかして僕にはできないと思ったから言い出したの？」

「ま、まさか……！」

　うんとは言えず、ぶんぶんと首を横に振る。

　本気になった彼に勝てる気がしない。だが、自分から言い出した手前、あとには引けなかった。それに蓮士郎の纏う雰囲気が発言の撤回を許してくれなさそうで、ひまりは観念して何度も頷いた。

「分かったわ。分かったから、その目やめて。怖いから」

　そう言うと、ゆっくりと彼の顔が近づいてきて下唇をぺろりと舐められる。

（〜〜〜っ！）

「なら、交渉成立だね。君は積極的な時は危なっかしいほどに積極的だけど、保守的なところもあるから、このゲームはいい結果を生むと思うよ」

「……蓮士郎。やっぱり怒ってるわよね？　だから最初言葉遣いを改めていたんでしょう？　私、あの喋り方の蓮士郎は嫌だわ」

　先ほどとは打って変わって機嫌が良さそうに笑う彼におずおずと問いかける。すると、頬をぐにっと摘まれた。

「少し怒っていたかな。ひまりが傷ついているのは分かっているけど、いくらなんでも帰ってこなさすぎだよ。その上、僕の姿を見つけて逃げるってどういうこと？」

「ごめんなひゃい……」

（リビングから部屋に逃げたことバレてたんだ……！）

「だから仕返ししただけ。もう僕から逃げちゃ駄目だよ。次は本格的にお仕置きをするから」

「……」

「ほら、返事は？」

　今、返事をすると絶対に墓穴を掘る気がする。ひまりは返答に窮して彼から目を逸らした。すると、蓮士郎に額を指で弾かれる。

「っ！」

「どうせひまりのことだから、ずっと一人でうじうじ悩んでたんでしょ」

（う……）

　見抜かれていることにあたふたしてしまう。ひまりが「だって……」と呟き俯くと、蓮士郎の手に両頬を挟まれて無理矢理目を合わせられた。

「ねぇ、ひまり。一人で悩まないで。不安なことがあったり嫌なことがあったら、ちゃんと吐き出して」

「そんなの駄目よ。そんなふうに貴方に甘えてばかりなんていられないもの。迷惑をかけてしまうわ」

「それの何がいけないの？　甘えてよ。心を癒すために僕を利用したっていいんだ。ひまり、これからは迷惑をかけるんじゃないかって心配する隙がないくらい、どろどろに甘やかしてあげるから覚悟して」

（本当に？　どれだけ駄目な私を見ても愛想を尽かしたりしない？）

　見惚れるほどに甘い彼の笑みに目を奪われた瞬間、互いの唇が重なり合った。

　このゲームで何かが変わるのだろうか。食べ尽くされてしまいそうな感覚に逃げ出したい気持ちとそれほどまでに自分のことを思ってくれて嬉しいという気持ちが綯い交ぜになる。どちらにしても自分が言い出した手前、もうあとには引けない。なら、このまま流れに身を任せてみようと思う。ひまりはそう心に決めて彼の背中に手を回した。

「んっ……っ、ふぁ」

　その瞬間、いきなり舌を捩じ込まれて呼吸を奪われる。苦しさと戸惑いに身を捩っても蓮士郎はやめてくれなかった。それどころかしっかりと押さえつけて、貪るようにキスをしてくる。

「っ……っんぅ」

　蓮士郎の胸を精一杯押すとリップ音を立てて、彼の唇が離れた。好きなように唇を味わい尽くされたせいか、上手く息ができない。ゼーハーと荒い呼吸を繰り返しながら彼の胸に寄りかかると、蓮士郎は満足げにひまりの唇を親指でなぞった。その緩慢な動きにぞくりと身震いしてしまう。

「あ、あの、蓮士郎……？　今からするの？　私のこと呼んできなさいって言われたんでしょう？　それなのに、二人で部屋にこもって大丈夫かな？」

（さすがにバレたらやばいわよね？）

　すると、彼はひまりを抱きかかえてベッドに腰掛けた。そして、ぺろりと唇を舐められる。

「〜〜〜っ」

「積もる話があるだろうから、まずはゆっくり話してきたらいいと言ってもらえたから問題はないと思うよ。それに会長も小野さんも、このあと出掛けるそうだよ」

（あ、そっか……。おじいさまはいつもみたいにお墓参りのあと街の皆のところよね。小野さんはどこにいくのかしら？　そう言えば昨日何か言っていたような……買い物かな？）

　そうか。今この家には自分と蓮士郎だけなのか。そう思うと、ボンッと頭に湯気が立った。真っ赤になった顔でちらちら彼を見ると、いつものように柔らかく微笑んで額にキスをしてくれる。見慣れたその表情になんだかすごく安心して胸元を押さえた瞬間、自分の体がベッドに沈んだ。

「！」

　何が起きたか分からず大きく目を見開く。動揺しているひまりをよそに、蓮士郎はシャツを脱ぎ捨てて覆い被さってきた。慌てて彼の胸をドンッと押す。

「ちょっと待って……私……」

「大丈夫。ひまりが怖くならないように、しっかり時間をかけてとろとろにしてあげるから心配しなくていいよ」

「でも……。わ、私、まだ覚悟が……。お願いしておきながら、躊躇うなんて変よね。ごめんなさい。こんなのだから、私はつまらない女なんだわ……」

「ひまりはつまらなくなんてないよ。初めてなんだから怖いと思って何が悪いの？」

「だ、だって……」

「ねぇ、ひまり。君が本気で嫌がることはしないと約束するから、少しだけ頑張ってみない？　やってみて無理なら、やめるから」

（無理ならやめてくれるの？）

　蓮士郎がひどいことするわけがないと分かっている。怖くなったらいつでもやめてもらえるという安心感が、ひまりの体から力を抜いていった。

（それなら大丈夫よね？）

　こくりと頷くと、彼の手が優しく頭を撫でてくれる。

　前も思ったが、蓮士郎との触れ合いは不思議と怖くない。そのせいか、彼ならひまりの心に刺さった棘を抜いてくれるかもしれないと思えるのだ。何より、流れに身を任せると決めたのだから、覚悟を決めるべきだろう。

　ぎゅっと抱き締めて宥めるように何度も優しいキスをくれる蓮士郎に、小さく息をついてから背中に手を回すと、彼がひまりの服を取り払う。そのあまりの素早さに目を剥いた。

（やだもう。恥ずかしい……！）

　下着姿にされてしまった体を隠すために布団に手を伸ばす。

　始まるこの瞬間がどうしても落ち着かなくてかけ布団で体を隠そうとしたのに、ひまりが掴むより早く蓮士郎がベッドの下に落としてしまった。

「隠さないでよ」

「で、でも……あっ、待っ……んんぅ」

　戸惑いすらも呑み込むように唇を奪われ、息つく暇さえ与えないとばかりに口内を貪られる。少し苦しいが今彼がどんな顔をしているのか気になって薄く目を開くと、視線が絡み合った。その目に射貫かれた瞬間、彼の手がひまりの背中に回りホックを外してブラを取り払う。小さく悲鳴を上げたひまりの反応を楽しむように乳房を揉んだり、胸の先端を指の腹で転がしたりしてくる。蓮士郎の熱い手で胸を弄られると気持ち良くてたまらなかった。

「怖くない？」

「うん、怖くな……い、んっ、あっ……ああっ！」

　こくこくと頷くと安堵の息をついた蓮士郎が胸に指を食い込ませる。淫靡に形を変える自分の乳房がすごく羞恥を誘って、ひまりは目を逸らした。その時、「薄桃色に色づいて、美味しそうだね」と言った蓮士郎が乳暈を円く舐った。胸の先端を避けるように舐める彼の舌が焦れったい。

「んっ、んぅ、れん……しろう……」

「何？　もしかして物足りない？」

「ひゃんっ」

　くすっと笑った彼が舐めていないほうの胸の先端をきゅっと摘み上げる。彼は左右違う動きで、ひまりの性感を引き出していった。

（やぁ……これ、気持ちいいっ）

　狼狽えていてもいざ始まれば、この体は蓮士郎の思うがままに反応する。こんなにも呆気なく感じてしまう我が身が少し情けなくなった。

「はっ、はうっ……ぁんっ、あっ……」

　赤く染まった先端を指で弾かれると、目の前がちかちかした。呼吸が甘く弾み、体は火照りを増して、肌がじっとりと汗ばむ。

「んぅ、ひぁっ！」

　蓮士郎は尖らせた舌先で胸の先端をくりくりと転がしたかと思うと、たっぷりの唾液を纏わせた舌で舐る。その刺激に背中が弓なりにしなって、体がびくびくと跳ねた。目を瞑って見ないようにしているはずなのに、自分が何をされているのか分かってしまう。蓮士郎は胸の先端を口に含み、まるで食べるみたいに舌で転がしたり、吸いついたりしてくる。味わわれているみたいで恥ずかしいのに、気持ちが良くてたまらない。体が勝手に反応して、自然と感じいった声が出てしまう。

「ひまり、可愛い。キスをしようか？」

「うん……？」

　わけも分からないまま頷くとお互いの唇が重なる。何度か啄むようなキスを繰り返したあと、蓮士郎の舌が口の中に入ってきて、まるで生き物みたいにうごめく。舌のつけ根から先までをゆるくなぞられて、唇の隙間からくぐもった声が漏れた。

「はっ、んっ……ふ、ふあぁ」

　彼の舌の動きを真似るように、おずおずと自分も舌を絡ませると、とろりと唾液を喉に流し込まれた。その途端、著しく体温が上がった気がして体が震える。

（熱い……）

　キスをしながら蓮士郎の手がひまりの胸から腰のくびれを辿った。ゆっくりと太ももに向かう彼の手を押さえてしまうと舌を甘噛みされる。

「んうっ！」

　ひまりが身を竦めたのと同時に、唇を離した蓮士郎が体を起こした。太ももの内側を撫で、ショーツを脱がそうとしてくる彼に、恥ずかしくて脚に力を入れると咎めるように胸の先端をきゅっと摘み上げられる。

「あっ！」

　びくんと体が跳ねた隙をついて、蓮士郎がショーツを抜き取る。そして脚の間に体を滑り込ませた。そこに陣取られては脚を閉じたくても閉じられない。

「いい子だね。とてもよく濡れてるよ」

「やだぁっ、わざわざ言わないで！」

　ひまりが自分の手で顔を覆い隠すと蓮士郎が蜜口に触れた。花弁を割り開くように指を動かされると、くちゅっという卑猥な水音が耳に響いてさらに羞恥心を煽る。

「ひぁあっ……ああっ」

　敏感な花芽にあふれる蜜を塗りつけて捏ねられると、腰が浮いた。

「よしよし。怖くないからね。もっと何も考えられなくなろうか」

　声はとびきり甘く優しいのに、ひまりに触れる手は挑発的だ。蓮士郎が手を動かすたびに、体の奥からじわっと何かが滲み出てくる。手を伸ばして彼の手を掴み、「待って」とお願いすれば宥めるようにキスをしてくれるが、手は止めてくれない。唇を食んで舌をすり合わせて、敏感な花芽を円を描くように撫でたり、引っ掻いたりしてくるのだ。そこを中心に甘い痺れが広がってきて、ひまりは蓮士郎の胸を震える手で押した。

「ああ、ふぁっ……ひぅっ」

（これ駄目……気持ち良すぎる）

　言葉で訴えたくても、口が塞がれていてできない。自分の体を内側から支配する快感と熱に、どうにかなってしまいそうだった。自分の体なのに、まるで操られているかのように思い通りにならない。ひまりがシーツを強く掴んで必死で耐えていると、二本の指で花芽をきゅっと摘まれて、腰がびくっと引ける。でもすぐに彼の左手に腰を押さえつけられ引き寄せられた。そしてひまりの口内をねっとりと舐めまわしてから、唇を離す。

「ひまり、指を挿れるから痛かったら言うんだよ」

　唇を解放された時にはもう彼がくれる快感に蕩けていて、「気持ち良すぎるから駄目」と言いたくても上手く言葉を紡げなかった。蓮士郎は、そんなひまりの──花弁の奥に隠された蜜口に触れてほぐすように丹念に指でなぞり、ゆっくりと中に入ってきた。

「あっ、あぅ……」

　中に指が入ってきて、そのままぐるりと掻き回される。すでにめちゃくちゃ気持ちいいせいか圧迫感も痛みもなかった。

「痛くない？」

「ふぁ、はっ……うん、痛くないっ」

　蓮士郎はホッと息をついて、ゆっくりと指を動かしてきた。探るような動きで恥骨の裏をなぞられると、体の奥のほうからぞくぞくしてくる。自分の中を広げるように動く彼の指に熱い何かがせり上がってくる感覚がした。

「やっ、待って……それ変なのっ」

「痛い？」

「痛くはないけど……何か、変なのが……きそうで……怖いの」

「大丈夫だよ。怖くない。絶対にひまりに痛いことはしないから、もう少し頑張ろうか？」

　彼の手を止めようとすると、優しい声で囁きながら抱き締めてくれる。ひまりが涙目で頷くと、宥めるようにキスをしてくれた。

「んっ……んぅ、ふぁ」

　キスが深くなっていくのに合わせて、また指が動き出す。キスをされながら、蜜路も同時に愛撫されると、目の奥が明滅を繰り返した。蓮士郎はひまりの様子を確認しながら中を擦り上げ、親指で花芽をぐにっと押し潰す。

（これ駄目っ、一緒は駄目なのっ……！）

　大きすぎる快感が襲ってきて、頭の中が真っ白に染まる。ひまりは彼にぎゅうっと抱きついた。

「あっ、ああぁぁっ！」

　大きく目を見開いて、一際甲高い声を上げる。体がふわりと浮いたかと思うと、ぐったりとベッドに沈んだ。蓮士郎は脱力するひまりの頭をひと撫でしたあと、体を起こして服を全部脱ぎ落とした。お互い纏うものがなくなって、生まれたままの姿になる。触れ合う肌と肌にひまりは頬を染めた。

「もっと感じて？」

「え？」

　聞き返すより早く蓮士郎がひまりの脚の間に顔をうずめ、蜜口にむしゃぶりついた。じたばたと暴れて逃げようとするが、達したばかりの体では思うように動かせなかった。

「やっ、待って、そんなとこ……やだぁっ」

「ひまりはもっと頭を真っ白にしたほうがいいよ。僕だけを感じて、僕だけをその目に映して」

　蓮士郎は懇願するような──切なさを滲ませた声でそう言って、指で花弁を開き愛液を舐めとった。つーっと秘裂に舌を這わせ、敏感になっている花芽の薄皮を剥いて、ちゅっと吸いつく。

「──っ!!」

　その強い刺激に頭の中が白く濁る。ひまりは蓮士郎の髪を掴みながら、体を仰け反らせた。はくはくと息をし、激しい快感に耐えようとするが抗えそうにない。蓮士郎はあふれてくる愛液を啜るように蜜口に舌を差し込んだ。

「ああっ、あっ……ひうっ、やあっ、だめぇ」

　指とは違う、うねうねとうごめく舌の感触がすごく気持ちいい。その瞬間、熱くて甘いものが体中に広がっていって、また何かがせり上がってきた。

（やだ、私また……）

「れん、しろう……あっ、待っ……また、またきちゃう！」

　ひまりがそう訴えた途端、舌が深く差し込まれ指で花芽をくにゅっと押し潰される。ぽろっと大粒の涙がこぼれ落ちて絶頂の波に呑み込まれた。法悦の波にひたり、ぼーっと天井を見ていると、ひまりの頬に彼の手が触れる。そしてにこっと微笑まれた。

「可愛かったよ。そろそろ大丈夫かな。ひまりのこと抱いていい？」

（……？）

　もう抱いているのに何を言っているのだろうか。

　頭がふわふわして思考が定まらない。彼はひまりが放心しているせいか返事を聞かずして、ぬるぬるになったひまりの秘裂に熱いものを擦りつけてきた。本能的に上へ上へとずり上がる体を蓮士郎に引き戻され、愛液を纏うように花弁を割り開いて何度も上下に滑る。そうされると、なんだかよく分からない感覚がひまりを襲った。

「ぁあっ、ああ……っ」

（何？　じんじんする……！）

「挿れるよ」

「うん」

　早く欲しいと思ってしまう気持ちに戸惑う。

（私、変……。蓮士郎はお兄ちゃんみたいな存在なのに……。それなのに、ひとつになれることが嬉しいって思うなんて……）

　彼の優しくて熱い手に、なせか安心してしまう。自然と心が浮き立ってしまうのだ。

（一体どうしちゃったの、私……）

　流されるのを決めたからって気持ち良くなっちゃうなんて、いつからこんなにもはしたなくなってしまったのだろうか。

　自分自身の感情が理解できなくて、ひまりがぎゅっと目を瞑った瞬間、ゆっくりと彼のものが入ってきた。

「いったぁっ！」

　途端、指とは段違いのものが体を押し開く。先ほどまでの戸惑いすら吹き飛んでしまう引き攣るような痛みに、体が逃げそうになるが、蓮士郎がしっかりと腰を掴んで許してくれない。

「れっ、れんしろっ……待っ、て、痛い、痛いのっ！」

「ごめん……。ゆっくり挿れるから我慢して……っ」

　彼の胸を何度も叩く。蓮士郎は何度も謝りながら小さく腰を揺すった。いっぱい出ていると思っていた愛液が、今では全然足りない。肉同士が擦れ合うような感覚に涙がぼろぼろと出てきた。

「ひまり……もう少し頑張って」

　宥めるようにキスで涙をすくい取り、温かな手が何度も頬を撫でてくれる。そんな優しい彼をジッと見つめると、自然と唇が重なった。蓮士郎はゆっくり腰を進めながら舌を絡めて吸い上げ、愛液を纏わせた指で花芽を捏ねる。痛いはずなのに花芽に触られると、痛覚が鈍って快感が顔を出した。

「んんぅっ」

（そこ、変。蓮士郎が触るとジンジンする……！）

「蓮士郎……そ、それ、駄目っ」

「大丈夫。もう全部入ったよ。頑張ったね、ひまり。ありがとう」

（え？　入ったの？）

　えらいえらいと頭を撫でてくれる彼にホッと息をつく。彼は褒めるようにまた花芽を指先でくにくにと撫で回した。そのまま緩やかに腰を動かされると、そこから甘い刺激が広がっていく。そして彼はとどめとばかりに、胸の先端を吸った。

「っはぁ、あっ……ふぅ、っひゃ」

「可愛いよ、ひまり。痛みはマシになったみたいだね」

「はうっ、ぅう、ふぁ、やっ、それやぁっ！」

　跳ねる体を押さえつけて吐息混じりに耳元で囁かれる。蓮士郎はひまりの奥をとんとんとノックするみたいに小突いた。そうされると、痛み以上に快感が勝まさった。

「ふあぁあっ、待って、それ……やだっ、気持ち良すぎて、怖い」

「怖がらないで。ひまりが気持ち良くなってくれて嬉しいよ。ゆっくりするから、二人で気持ち良くなろうね」

　蓮士郎は腰を揺すりながら、初めての感覚にいやいやと駄々を捏ねるひまりの髪に指を差し込み、宥めるようにキスをしてくれる。ひまりは目を潤ませて蓮士郎にしがみつき、こくこくと首を縦に振った。それを合図に、突然腰の動きが速くなる。

「ひゃあっ、あっ、やだ……あうっ、れん……」

「ひまり、愛してるよ。お願いだから、僕のところまで堕ちてきてよ」

　蓮士郎の泣きそうな声が聞こえた気がしたが、奥を穿たれると言葉が紡げなかった。目の前で火花が散り、体がびくびくと跳ねる。

「れ、れんしろう、──っ！」

　彼の背中に強く爪を立てた瞬間、頭の中で何かが弾けた。
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「やっと手に入れた」

　セックスのあと疲れたのか、泥のように眠る彼女の体を清めながら、手の甲に口付ける。

　彼女は挿入すると、破瓜の痛みに泣いたが頑張って自分を受け入れてくれた。その健気さに愛おしさが増す。が、その一方でひまりの鈍感さに溜息が出る。

（ひまりって鈍すぎるんだよね）

　出会った時に好きだと言っていた先輩への気持ちが次第に薄れ、自分に惹かれているなというのは感じていた。小さく芽吹いた恋心を大切に大切に育てていたのに、それをあの男が台無しにした。ひまりの心を傷つけ踏み躙ったのだ。

　眠っているひまりの髪をさらりと撫でる。気丈に振舞っていても、心の奥底ではあの時の出来事が傷となって残っているのだろう。あんなことを言い出すってことは、よほど価値のないつまらない女と言われたのが尾を引いているに違いない。

（静養になんて行かせるんじゃなかったな）

　東条社長から、ひまりの心の状態を聞くたびに痛感した。何がなんでも側にいるべきだったのだ。誰よりも近くで彼女の傷を癒してやるのが最適だったのに離れたものだから、蓮士郎にすら猜疑心を芽生えさせてしまったようだ。

（ひまりのことだから、あまり甘えすぎると僕にも同じこと言われるとか考えていそうだ）

　蓮士郎は大きな溜息をついて、自分の髪をくしゃっと掴んだ。

　分かってはいても嫌だったのだ。あのまま日本にいたら、彼女は色々な場面であのことを思い出し泣いたかもしれない。何より、あの男を始末する自分を見せたくなかったのだ。

　──あの男は叩けば簡単にほこりが出た。職場でも同じように高慢に振る舞い、気の弱そうな子を見つけては、同じような手口で無理矢理ホテルに連れ込んでいたので、法的に罰する材料を揃えることは容易かった。あれの親も東条家を敵に回す覚悟などないのだろう。庇うことはしなかった。

「ひまり。君を傷つけた男はもういないよ。もう二度とひまりの視界には入れさせないから……。だから元気になったら、一緒に日本に帰ろうよ」

　眠っている彼女にキスを落とす。すると、寝ぼけた彼女が手を伸ばして抱きついてくる。抱き締めて背中をさすると甘えるようにすり寄ってくるひまりに、先ほど抱いたばかりなのに、また劣情が顔を出して蓮士郎は苦笑した。

（可愛いな……）

　ひまりは絶対に自分に惚れている。近くにいすぎて気づいていないのだろうが、そもそも彼女のようなタイプは好きでもない男に肌を許せない。初恋の男には不愉快さを覚えたのに、蓮士郎なら大丈夫だった。それは彼女の気持ちが蓮士郎へと移っていた証だろう。

　今回もそうだ。彼女は最後まで受け入れてくれた。きっとひまりは今、自分の気持ちの変化に戸惑って必死で答えを探している途中なのだろう。その時に迎えにきたものだから動揺して、あのようなことを言い出したのだ。

　──私を女にして！

　そう言った時の勝ちを確信した彼女のしたり顔を思い出して、くつくつと笑う。

　とても可愛かったが、おそらく彼女は無意識に試しているのだろう。ひまりがどんなことを言っても決して蓮士郎が愛想を尽かさないかを──。だからこそ、今回のことは二人にとって良いきっかけとなるはずだ。触れ合いを通して、ひまりの蓮士郎への恋心を引き出していけばいい。そして同時に何があってもひまりの側を離れないという安心感を与えて、今以上の信頼を得ればいいのだ。

　天に在らば比翼の鳥、地に在らば連理の枝という言葉の通り、ひまりと比翼連理の仲になりたい。ずっと仲良く寄り添って生きたい。





　＊＊＊






　美味しそうな匂いに鼻腔がくすぐられて目が覚めた。ひまりが瞼を開けると、ベッドサイドで朝食の用意をしてくれている蓮士郎がいた。

（夢じゃなかった……）

　帰ってと駄々を捏ねたくせに目が覚めた時に彼がいてくれてちょっと嬉しい。ひまりが体を起こすと、蓮士郎が微笑みかけてくれる。

「あ、起きた。お腹空いただろう？　ひまりが好きなシチリア風オムレツもあるよ」

「ありがとう」

　彼の笑顔にドキッと胸が高鳴って、ひまりは慌てて胸元を押さえた。

（エッチをしたせいかしら？　蓮士郎を見るとドキドキしちゃう）

　彼はフレッシュジュースを手渡しながら頭を撫でてくれる。なんだか面映ゆく感じて顔を下に向けると、唇にオレンジが当てられた。びっくりして口を開けた途端、口内に放り込まれる。

「美味しい？」

「うん、美味しい」

　もぐもぐと咀嚼しながら彼からジュースをもらう。それを一口飲んで、椅子に座った。

　今気づいたが、服もちゃんと着ているし、体にべとつきもなかった。でも腰に残る怠さに、彼とのセックスが夢ではなかったのだと思い知らされる。ひまりは体に残る情交のあとに頬を染めながら、蓮士郎にお礼を伝えた。

「……ありがとう。体、拭いてくれたのよね？　それに朝ご飯も……。部屋で食べられるのはすごく助かるわ」

　あんなことがあったので照れくさいが、彼の気遣いは純粋に嬉しい。テーブルの上には、ひまりの好きな食べ物ばかりが並べられていて、蓮士郎が小野に聞いて用意してくれたのが窺えた。

「まだ体が辛いだろうから、リビングまで移動するのはしんどいかなと思ったんだ。どう？　体は大丈夫？」

「もう平気……」

　気遣わしげに腰をさすってくれる蓮士郎に小さく首を振ると、彼が安堵の息をつく。実際、本当に痛みはないのだ。それどころか痛いのは最初だけで、すごく気持ち良かった。

（初めてって痛いだけって聞いたことあったけど、全然そんなことなかった。蓮士郎が上手いからかな？）

　向かいに腰掛け、いただきますと手を合わせている蓮士郎を盗み見ながら、自分も一緒になって手を合わせる。

「ねぇ、蓮士郎ってエッチしなれてるの？」

「っ！」

「え？　大丈夫？」

　純粋な疑問を投げかけた瞬間、彼が飲んでいたジュースを噴き出した。立ち上がり、ゴホゴホと咳き込む彼の背中をさする。

「ご、ごめんなさい。だって……エッチ中ずっと気持ち良かったから。あんなに上手なのは経験豊富だからかなと思ったら気になって……。変なこと聞いたわよね？」

「ひまりが初めてだよと言ってあげたいけど、君と出会った時は二十三歳だったから……経験くらいはあるかな」

「そっか。そうだよね」

「でも、これから先の未来は全部ひまりだけのものだよ。君にすべてをあげるから、ひまりも僕に全部ちょうだい？」

　その強すぎる言葉に顔にカァッと熱が集まってくる。ひまりが赤面したまま固まっていると、ちゅっとキスをされた。その唇を触って、彼の言葉を心の中で繰り返す。

（これから先は私のもの……）

「え？　蓮士郎って私のこと好きなの？　本当に？」

「うん、好きだよ。愛してる」

　こともなげに頷く蓮士郎に目を見張る。そういえば、最中にも言われた気がする……。

（嘘……いつから？　だからずっと側にいてくれたの？）

　驚きと照れ臭さが心を占めた。ひまりは真っ赤になった顔を手で押さえ、彼を見る。ひまりとは違い、彼は気持ちを告げたというのに動じてすらいない。

「そうなんだ……。鈴原さんは知っていたから、あんなにぐいぐい押してきていたのね……」

「まあ、そうだね」

　苦笑する彼を見て、心がむずむずする。満更でもないと思ってしまうのだ。

　でも蓮士郎となら年を取ってもずっと楽しく過ごせそうだ。おばあちゃんになっても、彼は今と同じようにひまりを大切にしてくれるだろう。

（蓮士郎への気持ちが恋なのかはまだ分からないけど、死ぬその瞬間まで一緒にいられたら……それは本物ってことになるのかしら）

　そう思ったら、胸がじんわりと熱くなってきた。

　自分にはまだ見ぬ婚約者がいるが、そんな人より絶対に蓮士郎といたほうが楽しいに決まっている。でも蓮士郎は一般社員だ。ひまりが彼と一緒にいたくても、父の決めた政略結婚がなくなることはないだろう。

「私の全部をあげてもいいわ。でも私が欲しいなら頑張って出世しないといけないわよ。できる？」

「仰せのままに。お嬢様」

　ニコニコと挑発するように笑いかけると、彼が挑戦的に笑った。







第三章








「え？　ひまり、一度も観光に行ったことないの？」

「うん。たまに敷地内をお散歩するけど、基本的には家から出ないわ。というより、出られないの」

　翌日、皆で食卓を囲みながらそう答えると、蓮士郎が驚愕した。そして同情的な表情に変わったと思ったら、「そんなにひどかったのか……」と何やらぶつぶつと呟きはじめた。

「蓮士郎。せっかく来たのだから、ひまりを連れ出して遊びに行ってきなさい。ひまりは蓮士郎がいる時は大丈夫なようだから、シチリアを満喫するといい。見事、ひまりの心の傷を治せたら褒美をやろう」

「あら、素敵ですね。お天気もいいし海で泳ぐのはどうですか？　先にショッピングに行って、水着を選び合うのもいいと思いますよ」

「ありがとうございます。そうします」

　祖父や小野の話を聞いて頷く蓮士郎をひまりはジッと見つめた。

（日本で蓮士郎が側にいてくれた時は男性への恐怖心を感じなかったから大丈夫よね……）

　蓮士郎と離れたからパニックを起こしたのかは分からないが、彼となら出掛けられるかもしれない。

　小野からガイドブックをもらって真剣に読みはじめた蓮士郎を見ながら、ひまりは心が浮き立つのを感じてテーブルの上のフルーツを口に放り込んだ。




　旧市街のメインストリートに出れば、美しいバロック建築が並ぶ街並みのすぐ目の前に、透明感のある海と白い砂浜が広がっている。

　そこを歩きながら波の音に耳を澄ましていると、蓮士郎が台無しにするような悲しげな声を出す。

「はぁっ、水着を着てくれないなんて……。本当に残念だな」

「誰のせいだと思ってるのよ……。あんなにいっぱいキスマークをつけたら、水着なんて着られるわけないでしょ」

　じろりと睨むと、蓮士郎が「ごめんごめん」と笑う。とても悪いとは思っていなさそうな彼にひまりはぷいっと顔を背けた。すると、美しい海が目に飛び込んでくる。泳げなくとも散歩をするだけで充分なほどに楽しめる。それくらいトラーパニの海は美しかった。

「綺麗……。こんなにも絶景が近くにあるなんて知らなかったな……」

　やはり蓮士郎となら難なく外に出られた。足が竦むこともなくパニックを起こすこともない。ちらっと彼を盗み見て、繋いでる手に力を込める。

（私……蓮士郎に依存しすぎよね。彼がいないと外にも出られないなんて……）

「元気が出ない時は海を見ると元気が出ると思うよ。部屋に閉じこもっているだけなんて、もったいないよ」

「そうね……。私もそう思う」

　海に視線を戻して、彼の言葉に賛同するようにぽつりと呟く。

（パパの言うとおりね。部屋に籠りがちだからマイナスなことばかり考えて上手く考えが纏まらないのかも……）

「……私、あの一件から男の人の大きな声や笑い声が怖くなってたんだけど、蓮士郎がいると不思議と怖くないの。だから、貴方とならどこにだって行けそうな気がするわ」

　素直な気持ちを伝えてはにかむように笑いかけると、蓮士郎がひまりを抱き寄せて大きな溜息をついた。そして「無自覚ほど恐ろしいものはないよ」と独り言ちる。

「……何の話？」

「ううん。それはとても光栄だなって言ったの。じゃあ、これからは僕がひまりの護衛をしてあげるから、いろいろなところに遊びに行こう」

　そう言って、恭しく身を屈めて手の甲にキスをしてくれる蓮士郎にひまりは元気良く頷いた。そのあとは腕を組んでトラーパニ港へ向かう。港にはたくさんの人がいたが、蓮士郎がずっと離れないでいてくれたので怖くはなかった。船はまだ定員に達していなかったようで無事にお目当ての船に乗れることになった。鼻歌まじりに船に乗り込む蓮士郎をちらりと見る。

「乗れて良かったね」

「うん……。それより、どこに行くの？」

「ファヴィニャーナ島だよ。ここから船で二、三十分らしいし、宝石のような海が魅力ってガイドブックに書いてあったから、ひまりと一緒に見たいなと思ったんだ。シチリアの観光地の中でも穴場らしいよ……」

（穴場なんだ。あ、でもそうよね。シチリアに来た人はリゾート地のタオルミーナのほうに行くことが多いのかしら……）

　有名リゾート地に比べれば、こっちは田舎だろう。そのおかげで穏やかに過ごせるのだが……。

「トラーパニの海もすごく綺麗だったけど、それ以上と聞くと楽しみね」

（宝石のような海か……）

　蓮士郎が持っているガイドブックを見せてもらうと、とても綺麗な写真が掲載されていて、ひまりは食い入るように見つめた。そもそもここに来たのは綺麗な場所で楽しく過ごしたら、雑念がなくなって真正面から自分の気持ちと向き合えると思ったからだ。それなのに部屋から出られなくなり気持ちが後ろ向きになっていた。これではいけない。ひまりは連れ出してくれた蓮士郎に感謝した。

　船が港に着くと──いくつかのレンタル自転車のお店があったので、そこで自転車を借り蓮士郎が行きたいと言った『カーラ・ロッサ』へ向かう。とても景観が良く空気も綺麗でサイクリングに持ってこいだった。

「わぁ、綺麗！」

　自転車でしばらく進むと高台から突然見える絶景に釘づけになった。天気がいいおかげか、海面が陽の光に照らされて煌めいている。ひまりはほうっと息をついた。

（すごい！　海底の白砂が見えるくらい透明だ！）

　それと同時に名前に違和感を覚えて首を傾げた。こんなにも青い海がなぜイタリア語で『赤い入江』という名前なのだろうか。ひまりは蓮士郎が持っているガイドブックに視線をやった。

「とても綺麗な透明感のあるブルーなのに、どうして赤い入り江なんて名前なのかしらね？」

「えっと……。ガイドブックには、エガディの戦いでたくさんの血が流れ、真っ赤に染まったのが由来って書いてあるよ」

「真っ赤に!?」

（こんなにも綺麗な海が？）

　ガイドブックを見ながら教えてくれる蓮士郎の言葉に目を瞬かせる。こんなにも美しい海が赤く染まるほど激しい戦いだったのかと思うと、美しさの中に怖さが垣間見えた。ひまりが慄いていると、蓮士郎が手を握ってくれる。

「名前の由来を聞いて怖がるなんて、ひまりは可愛いな」

「だって……」

　ひまりの頬をつついて笑う蓮士郎に唇を尖らせる。でも、こんな綺麗な海を前にして拗ねているのは損だなと思い、気を取り直してニコッと笑った。そして蓮士郎と手を繋いでしばし海を眺める。

　違う名前をつけることもできたのに、敢えてその戦いを思い出させるような名前をつけたのは、もう二度とこの美しい海を血で汚さないという当時の人たちの強い決意があったからなのかもしれない。彼らの真意は分からないが、教訓や戒めが込められているような気がした。

（でも本当に綺麗。心が洗われるようだわ……）

　汚れても、その美しさを決して失わない。この海を見ていると自分の悩みなんてちっぽけなものに感じた。うだうだ悩んでいないで、日本に帰って頑張れと背中を押してくれているようだった。

「今さら会社戻っても大丈夫かな？　私の居場所あるかな……」

　そう思ったら、ぽつりと不安が漏れ出た。すると、間髪入れずに蓮士郎が「あるよ！」と言ってくれる。

「皆、ひまりのこと待ってるんだよ。それにめちゃくちゃ心配もしてる。早く元気になって一緒に帰ろうよ。鈴原さん、毎日ひまりのデスクの掃除をしてるよ。いつ帰ってきてもいいように」

（鈴原さん……）

　彼女の優しい笑顔を思い出した途端、涙がぶわっとあふれてくる。ひまりが泣いてしまうと、蓮士郎が力強く抱き締めて背中をさすってくれた。

（蓮士郎とのゲームに関係なく早く元気出さなきゃ……）

　心配してくれている皆を安心させてあげたい。そう思ったひまりは涙を拭って、蓮士郎に笑いかけた。

「えへへ、なんかお腹空いたかも。元気になるためにはまず腹ごしらえをしなきゃ」

「じゃあ、何か食べようか。ガイドブックに載ってるお店に行ってみる？」

「うん！　海鮮たっぷりのパスタが食べたいわ」

　そのあとは蓮士郎と美味しい食事を食べてまたサイクリングを楽しんだ。そして次はカーラ・アッズーラという──島で一番有名な入り江に向かう。名前のとおり、真っ青で砂浜もあり海水浴にも適していそうだった。だからか、すでにたくさんの人が思い思いに楽しんでいて、混雑していた。

「僕たちもちょっと遊んでいこうか？」

「え？　でも……」

「大丈夫、ちゃんと側にいるから怖くないよ……」

「……うん」

　こわごわと蓮士郎の手を取ると、彼は「砂のお城を作ろう」と言って、ひまりの手を引っ張ってビーチのほうに駆け出した。




「あ！　ひまり、駄目だよ。ちゃんと土台はしっかり作って」

「え？　こう？」

　先ほどの言葉どおり砂のお城を作り出した蓮士郎を手伝いながら、ひまりは自分の不器用さを痛感した。思った以上に造形が難しく、頭で思い描いたような形になってくれないのだ。なので、ひまりは早々に諦めて少年のような表情で一生懸命作っている蓮士郎を応援しながら自分のまわりに落ちている綺麗な貝殻を拾い集めた。これだけあれば、蓮士郎がお城を完成させた時に、飾りつけられるだろう。

（ふふっ、夢中になっちゃって。こういう無邪気な顔がレンに似ているのよね）

　ひまりは砂と戯れる彼の姿を見て幸せな気持ちになった。はにかんで、視線を海のほうに向ける。

「平和だなぁ……」

　バカンスシーズンで皆が休暇中だからだろうか。ここは日本とは違い穏やかに時間が流れている気がする。せかせかしたりせずに皆がのんびりと過ごしていた。ひまりは心が癒されていくのを感じて、そっと目を閉じた。頬にあたる海風が心地良い。





　＊＊＊






「あぁもう。めちゃくちゃ汚れちゃった！」

　慌ててひまりの私室に併設されたバスルームへ二人で駆け込む。あのあと、蓮士郎と海で追いかけっこなるものを試してみたのだが、普段の運動不足がたたったのか砂に足を取られて上手く走れなかった。その上、二人して転んでしまい盛大に服を汚してしまう始末だ。

（漫画や映画の中の恋人たちのようにはいかないわね……）

　当然ながら注目も浴びるので体力とメンタルが強くないと難しいかもしれない。その証拠に蓮士郎は余裕そうだが、ひまりはぐったりしている。

「はぁっ、疲れた。お湯にゆっくり浸かりたい……」

「じゃあ、お湯が溜まるまでシャワー浴びよう。体を洗ってあげるよ」

「えっ!?」

　ひまりが一歩後退ると、蓮士郎が数歩詰めてきて腰を抱く。そして「ね？」と言って微笑みかけてきた。気圧されそうになったが、ここで頷くわけにはいかない。

「お風呂は別々にしようよ。恥ずかしいし……」

「でもこのままではいられないでしょ。これ以上砂まみれで移動したら、さすがに小野さんに叱られるよ」

「う……」

「それに僕言ったよね。ひまりに愛されることの喜びを教えてあげるって。それはこういう触れ合いにも言えることだと思うけど？」

　にこやかな笑みを張りつけて迫ってくる蓮士郎に言い返す言葉が見つからない。ひまりは何度か口をパクパクさせたあと、観念して頷いた。

「分かったわ。でも変なことしないでね」

「変なことなんてしないよ」

　彼の胡散臭い笑顔に顔が引き攣る。ひまりがまごついている間にも蓮士郎がひまりの服を脱がして、バスルームに引っ張り込んだ。未だ動揺しているひまりをスマートにバスチェアに座らせ、てきぱきと髪や体を洗ってくれる。

（あれ……？）

　エッチなことをされるんじゃないかと身構えていただけに拍子抜けしてしまったのだが、体を洗い終わった途端、彼がとてもいい表か情おで笑った。

「次はここを洗おうか」

「え？　きゃっ、ああ！」

　そう言って、後ろから手を回してひまりの脚の間にシャワーから出るお湯を当てた。彼はひまりの首筋を舐めながら、指でしっかりと花弁を開き、シャワーヘッドを花芽に近づける。水圧が敏感な花芽を刺激して、ひまりは身悶えた。

「な、何？　何してっ、ひあ、あ……やだあっ、ひうっ」

（やっぱり変なことした……！）

　いやいやと首を横に振って逃れようとしても、自分の意思とは反してお湯とは違うとろみを帯びたものがあふれてくる。彼はそんなひまりを見透かすように笑った。

「ひまり、どうしたの？　洗っているのに、どんどんぬるぬるしてくるよ。まだ洗い足りない？」

「し、知らなっ……やっ、あっ、ああ……それ強いぃっ」

　息を荒くして啼きながら彼から逃げる。バスチェアから立つと脚がプルプルと震えて転びそうになったので、ひまりはバスルームの壁に縋りついた。すると、今にも崩れ落ちそうな体を蓮士郎が支えてくれる。

「こら、急に立ったら危ないでしょ。ちゃんとバスチェアに座ろうか」

「やだ……そこにシャワー、やなのっ……も、もぉ、許して」

　ひまりが強すぎる快感から逃げようともがくと、彼が花芽の薄皮を剥いた。その瞬間、無防備になった敏感な場所に当たる勢いのあるお湯に、耐えきれず仰け反る。

（あっ、もう無理……これ変。こんなのすぐ……）

「蓮、蓮士郎、だめぇ、イッちゃう……あっ、ああっ、きちゃ……っ」

「ひまりはいらやしいね。洗っているだけなのにイッちゃうの？」

「っ！」

（だ、だって蓮士郎が……）

　ひまりが顔を後ろに向けると、彼が意地悪な笑みを浮かべてひまりを見ていた。その目にぞくりとする。ひまりは涙ながらに「言わないで……」と訴えたが、彼は聞く気がないのか薄皮を剥いていた指を蜜口に突き立てた。

「ひゃあっ！」

「ひまりのここ、ぐちょぐちょだよ。これじゃあ、洗っている意味がないな」

　蓮士郎の節くれだった指が隘路をかき分けて、ひまりのいいところを擦りあげる。ひまりの体は意地悪をされて嫌だと思っているはずなのに、彼の指を奥に誘いざなうように腰を揺らめかせてしまった。シャワーヘッドは依然花芽に当てられたまま、中にうずめられた指が蜜路をぐるりと掻き回す。

「んあっ！　あっ……っぅ」

　その瞬間、ビリビリとしたものが体に走って背中がしなった。必死でバスルームの壁に縋りついているが、もう立っていられそうにない。

「やだぁっ、イッちゃう！　イッちゃうのっ」

「可愛い。洗われてるだけなのに感じちゃういやらしいひまりを僕に見せて？」

「〜〜〜っ」

　彼の辱める言葉に体温が急激に上がった。カッカしてきて、顔も体も熱くてたまらない。こんなの嫌なのに、シャワーから出るお湯の水圧と蓮士郎の指に中を掻き回される感覚が気持ち良かった。

　蓮士郎はイケそうでイケない絶妙な加減で、ひまりを追い詰めていった。

（イキそうなのに……なんでぇっ）

　今にも達してしまいそうなのに、なぜかイケない。その乖離に頭と体が混乱した。

「やぁっ、イケないの……れん、しろうっ……お願いっ」

「シャワーでいいの？」

「い、いいの。もう何でもいいから……イキたいの」

　体の中に溜まった熱を解放したくて、半ばやけくそに懇願する。すると、頭上で「素直になれていい子だね」と聞こえた途端、彼の指がさらに奥に入ってきた。奥を絶妙な力加減で擦り上げられた瞬間、頭の中が真っ白に染まる。

「ああぁぁっ!!」

　がくんと崩れ落ちそうになる体を蓮士郎が支えてくれる。彼の指が中から出ていく刺激でさえ、達したばかりの体には酷だ。

「はぁっ、はっ……ううっ」

「可愛かったよ。上手に言えたね」

「蓮士郎のばか……。どうして意地悪するの？」

　ゼーハーと荒い呼吸を繰り返しながら涙目で彼を睨むと、頭を撫でてくれる。そんなことでは誤魔化されないという目で睨み続けると、次は頬にキスが降ってくる。

「エッチ中のひまりって、すごく啼かせたい衝動に駆られるんだよね」

「……っ！　ひどい！」

「愛するがゆえだよ」

「何よそれ。愛しているなら、優しくしたくなるものでしょ」

「半分は正解で半分は不正解かな。愛しているからこそ優しくしたくもなるしいじわるしたくもなるんだよ」

（わけ分かんない……）

　不満たっぷりの顔で蓮士郎を見ていると、彼が悪びれもなく笑う。先ほどイッたのとあわせて今の彼の言葉で、さらに息が上がった気がした。

「ひまりにはまだ分からないよね。でもいつかはこのアメと鞭が心地良くなるよ」

「……」

「それにこれはゲームだから容赦なんてしないよ」

　そう言って蓮士郎がひまりの脚の間に硬い屹立を押し当ててきた。あまりの熱さにボッと顔に火がつく。今、彼が少し腰を動かすだけで入ってしまいそうだ。そう思うと無性にドキドキした。

　ひまりが彼の屹立から目を離せないでいると、くるんと体を反転させられ、ぎゅっと抱き込まれる。彼はキスをしながら、何度もひまりの蜜口に擦りつけた。勝手に愛液がいっぱい出て、彼の熱いものをぬるぬるにしていく。ひまりはごくりと喉を鳴らして、蓮士郎を見つめた。

「っ──！」

　途端、彼のものが入ってくる。待ち望んでいた刺激に仰け反ると、ずぷっと一気に奥まで穿たれた。いいところを容赦なく擦られて、脚ががくがくしてくる。

「ひまり、ここ好き？」

「あっ、あう……っ、好きっ」

「じゃあ僕のことは？」

「へ？　あ、ああっ……あんっ！」

「嘘でもいいから好きって言って？」

　彼は切なげな声でそんなことを尋ねながら、腰の動きをはやめてくる。大きなストロークで出し挿れされると、返事ができない。ひまりは、何度も言葉にならない声を上げた。

「ひぅ……あっ、ああっ、もぅ駄目っ。だめぇ……！」

　ひまりは押し寄せる絶頂に震えた。奥を押し上げるように抉られて、体に電気のようなものが駆け巡る。その激しい腰使いに気持ちがよすぎてどうにかなりそうだった。

　昨日、処女を散らしたばかりだというのに、ひまりの体は容易く蓮士郎を受け入れ、感じている。自分はいやらしい体になってしまったのだろうか。

（どうしよう、私。気持ちいい……蓮士郎に返事したいのに、またイッちゃう）

　蓮士郎のことは好きだ。その気持ちに嘘はない。ただそれが恋なのか、長年一緒にいる情なのか──。でも彼とこういうことをしても嫌だと思わないことが答えな気もするが、はっきりとは分からない。

「あっ！」

　蓮士郎は少し腰を引いて浅いところを擦り上げた。蓮士郎が腰を動かすたびに、愛液があふれてこぼれていく。蓮士郎の形を教え込むように、ゆっくりと中を押し開いていく抽送にひまりは蓮士郎に抱き縋った。

「ねぇ、ひまり。好きって言って」

「ひあぁっ、好きぃっ……蓮士郎っ、あっ……ああっ、そこだめぇ……はぅ、れんっ、ああっ！」

　耳朶を食まれると背筋がぞくぞくした。彼の問いかけにやっと答えられた瞬間、腰を打ちつけられ最奥を抉るように穿たれる。甘い痺れが全身を駆け巡り、ひまりは髪を振り乱して喘いだ。

「ふぁ、あっ……それ気持ちよすぎるの……またイッちゃうからぁっ」

「ひまりの中絡みついてきて、すごく気持ちいいよ。ひまりも我慢なんてしないで、いっぱい気持ち良くなってよ」

　していることは激しいのに声がとても甘くて戸惑う。こんな恥ずかしい姿を見られたくないのに、やめてほしくない。相反する感情がさらに快感を誘った。

　蓮士郎はひまりの首筋にキスを落として、鈴口で最奥をぐりぐりと擦った。強烈な快感に大きく目を見開く。目の前がちかちかして、頭の中で何かがパンッと弾けた。

「ああっ、あっ……やぁ、イッたの、イッたぁ……やだぁっ、好きっ！　好きだから、もぉ……とまってっ」

「ひまり、ありがとう。でもどうしよう。嬉しすぎて止まれそうにないかも」

　絶頂し弛緩する体を立て続けに責め立てられて、ひまりは嬌声を上げ続けた。バスルームにはひまりの甘い声と二人の熱い息づかい、肌と肌がぶつかる音と淫らな水音が響いている。ひまりは自分の中を暴れまわる熱に啼き続けた。続けざまに絶頂させられて、膣内は蠕動し続けている。休ませてほしいのにひまりの意思に反して、中は蓮士郎の屹立を締めつけて離さない。

「も、もう無理……」

（これ以上は死んじゃう……！）
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「何それ？　フルーツ？　あ、きのこもある」

　蓮士郎が来てから数週間ほど経ち、彼がいることが日常になってきた頃、彼が色鮮やかなフルーツと大きなきのこを買ってきた。よく分からない組み合わせに、テーブルの上に広げられたものを覗き込む。

「うわぁ、これ絶対毒きのこだ！」

「違うよ。これはフルッタ・マルトラーナっていうシチリア伝統のお菓子だよ。普通は十一月の『死者の日』に食べるらしいんだけど見つけたから買ってみたんだ。ひまり、こういう変わったお菓子好きだろう？」

（へぇ、これお菓子なんだ）

　お菓子だと聞くと興味が湧いてきて、ひまりは目を輝かせた。

「うん、好き。どんな味なのかしら？　早速食べてみたいかも」

「シチリア特産のアーモンドを使ったマジパンですよ。お嬢様たちはマジパンをご存知ですか？」

　洋梨を模ったフルッタ・マルトラーナを薄くスライスしながら、蓮士郎の言葉に補足してくれる小野の言葉に、そういえば……と記憶の糸を辿る。

「ＳＮＳで見たことがあったかもしれないわ。マジパンアートといってアーモンドの粉や砂糖を練り合わせて作るのよね？」

「ええ、とても甘いので濃いめのお茶やエスプレッソを飲みながら食べるんです」

「確かに砂糖菓子だから、すごく甘そう。でも、いろいろな形に成形できるのは楽しそうよね。今度私も作ってみようかな」

（蓮士郎とレンを作って並べたら可愛いかも。最近の蓮士郎は犬っていうより、オオカミだけど）

　そんなことを考えながら、口の中に放り込んだ。

「……っ!!」

　まさかここまで甘いとは思わず震える。

「だから甘いって言っただろう。一気にじゃなくてお茶を飲みながら少しずつ食べたほうがいいよ。ほら、紅茶を飲んで」

「ありがとう」

　ひまりが目を大きく見開いて固まっていると、蓮士郎が濃いめの紅茶を飲ませくれた。

「うう、想像以上に甘かったわ。あと、なんだろう。風味が少し独特かも……美味しいけど、量は食べられないわね。いっぱい食べたら太っちゃいそうだし」

「それは大丈夫だよ。僕と運動すれば」

　ニッコリと微笑みながら腰を撫でてくる蓮士郎をキッと睨みつける。すると、ひまりのこめかみにキスをしてきたので、「何考えてるのよ、ばかっ！」と言いながら彼の横腹を肘で思いっきり突いた。

「僕は海を見ながらひまりと一緒に走れたら楽しいと思ったんだけど、そんなに顔を赤くして一体何を考えたの？」

「〜〜〜っ！　は？　な、な、何って……」

　彼の笑みで揶揄われたことに気づいて、顔にボッと火がついた。

（だ、だって腰触りながら言われたら、そういう意味なのかなって思うじゃない！）

　違うと言いたいのに何を言っても墓穴を掘りそうで口をパクパクさせていると、彼がくつくつと笑う。

「教えてよ、ひまり」

「し、知らないっ！」

（最低！　揶揄うなんてひどい！）

　恥ずかしさから苛立ちをぶつけるように蓮士郎の胸を叩く。が、小野は二人のやり取りに気づいていないのか、エスプレッソを抽出しながらお菓子について語り続けていた。

「死者の日には、子供がいる家庭はこれを家のあちこちに隠して、宝探しをするんです。無事に見つけられたお菓子はご先祖様からのおくりものだと言い伝えられているそうですよ」

（死者の日って日本で言うところのお盆よね？　ということは、これは落雁みたいなものってこと？　あれも砂糖菓子だものね）

　食感や見た目は違うが、死者を弔う日に食べる砂糖菓子という点では似ているだろう。

　ひまりは蓮士郎に教えてもらったとおり、次は少しずつ齧りながら小野の言葉に頷いた。

「宝探しかぁ。楽しそう」

　フルーツやきのこに見立てた色鮮やかなお菓子は見ているだけで気分が上がる。それが自分で探し出したものなら尚さらだろう。

　ひまりがテーブルの上に置かれたたくさんのフルッタ・マルトラーナを眺めていると、蓮士郎がひまりの肩に手を置いた。

「じゃあ、このお菓子を使って、今から三人で宝探しをしようか？」

「楽しそう！」

　彼の提案に顔がぱあっと輝く。「それなら包み直しますね」と、すでにお皿に出されていたフルッタ・マルトラーナを小野が一つ一つ包んでくれた。可愛くラッピングされていくお菓子を見ていると、海で遊んでいる子供たちに配ったら喜んでもらえそうだなぁと、ぼんやりと思った。

（そうしたら仲良くなれるかしら？）

「ねぇ、子供たちにも声かけない？　私たちだけでやるより子供たちがいたほうが絶対に盛り上がると思うの。おじいさまも日々を有意義に過ごしなさいって言っていたし、私もこの機会に皆と仲良くなれたら嬉しいわ」

　祖父の顔が広いからか、実際外を歩けば声をかけてもらえることが多い。蓮士郎が頻繁に連れ出してくれるおかげで、少しずつだが街の人と話せている。これを機にもっと仲良くなれれば素敵だと思うのだ。

「それともシチリアの子供たちは、このお菓子を食べ慣れているからつまらないかしら？」

「そんなことはありません！　子供たちも旦那様もきっと喜んでくださいます」

「あら、おじいさまも喜んでくれるの？」

　その時、蓮士郎が手を握った。不意に繋がれた手に彼を見ると、見惚れるくらい優しげな笑顔と目が合って、ポッと頬が染まる。

「そりゃ喜ぶよ。会長だけじゃなく僕だって嬉しい。屋敷から出られなかったひまりが、外と繋がりを持とうするのは、ちゃんと前に進んでるってことだから」

（蓮士郎……）

　偉い偉いと褒めるように頭を撫でてくれる蓮士郎に胸が温かくなって、ひまりは胸元を押さえながら照れ笑いをした。

「ありがとう。でもこれは蓮士郎のおかげよ。貴方が私をいろいろなところに連れ出してくれるから、前を向けるようになってきたの。今回のことも克服の一歩となったら嬉しいわ」

　隙あらば襲ってくる彼には困りものだが、彼がいなければ今でも部屋に籠っていたと思う。今笑っていられるのは、すべては蓮士郎のおかげだ。

「それなら嬉しいよ」

　とても嬉しそうに笑った蓮士郎に、ひまりもつられて笑う。

「じゃあ、そろそろ隠そうか」

「うん。あ、でも皆を呼ぶならもう少しお菓子の量を増やしたいわ。あと、先におじいさまに話を通さないと……」

（反対されたりはしないと思うんだけど……突然すぎるって叱られるかしら？）

　ドキドキしながら電話をかけると、祖父は叱るどころかとても喜んで快諾し、パーティーをするから来てほしいと交流のある市場や商店などの家の子供たちに声をかけてくれた。

　許可を得られたことが嬉しくて、張り切ってフルッタ・マルトラーナ以外のお菓子も作り、家の至るところに隠していく。

「ふふん、これでいいんじゃない？　あとは、宝探し用以外のお菓子や軽食を作らなきゃ。何がいいかな？　やっぱりパーティーだから大きなケーキは必要よね？　蓮士郎は何食べたい？　せっかくだから蓮士郎がこっちに来た歓迎会も兼ねましょうよ」

　ひまりがタブレットでお菓子のレシピを検索しながらそう尋ねると、隣で余ったクッキーを食べていた蓮士郎の手が止まった。タブレットから彼に視線を移すと、彼の瞳から一粒の涙がぽろっと落ちてギョッとする。

「ひまりが作ったお菓子を久しぶりに食べられるだけでも感動なのに、僕の歓迎会までしてくれるの？」

「や、やだ、泣かないでよ。お菓子くらいなら、いつでも作ってあげるわよ。それにさっきも感謝してるって言ったじゃない。私にできることは少ないけど、この機会にお礼させてよ」

　感動に打ち震え涙ぐんでいる彼の背中をさすると、ぎゅっと抱きついてきた。

「いつでも？　本当に？　僕が食べたいって言ったら絶対に作ってくれる？　一生？」

「え？　うん……そんなに食べたいなら、蓮士郎の好きな時に作ってあげるよ」

　とても大袈裟に喜ぶ蓮士郎に半ば気圧されるように頷く。すると、彼は「約束だよ」と言いながら、ひまりに頬ずりをした。

（……変な蓮士郎）

　ひまりは嬉しそうにしている蓮士郎を見ながら、タブレットに視線を戻した。
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「明日は楽しみね」

　なみなみとお湯を張ったバスタブの中で、ひまりはホッと息をつき蓮士郎の胸に体を預けた。

　あの一緒にお風呂に入った日から、彼とは毎晩一緒に入るようになった。最初は恥ずかしさで死にそうだったのに慣れとは恐ろしいもので、今や蓮士郎に髪や体を洗ってもらうことに何の抵抗もなくなった。

「そうだね。だから明日は早起きしないとね。ひまり、いつも昼過ぎまで寝てるから」

「……っ！　誰のせいよ。いつもいつも蓮士郎がいっぱいするからでしょ！」

　毎日気を失うまで抱かれ続けているので、翌日は中々起きられないことが多い。たまに早起きができても腰が立たなくて結局昼過ぎまでベッドで過ごすのだ。

　顔を後ろに向けて蓮士郎をじとっと見ると、彼がひまりの耳朶に噛みついた。

「ぁ、んっ」

　甘く走った痛みに身を捩ると、下からすくうように胸を揉まれて甘い声が漏れ出る。

「本当はひまりを愛するのに手加減したくないんだけど、今夜は仕方ないから明日のために抑えてあげるよ」

「……あっ、んんぅ。あ、ありがと……っ」

　ついお礼を言ってしまいハッとする。

（どうして私がお礼を言うのよ！）

　まるで譲歩してやっているとでもいうような態度で、ひまりの胸を触っている蓮士郎を睨みつける。彼は気にしていないのか、ひまりの耳を舐めながらゆっくりと乳房に指を食い込ませ揉み込んだ。いつのまにか硬くなってきた胸の先端をくりくりと転がされて、抗議するどころではなくなっていく。

「ふぁっ、ああっ……待って、耳舐めちゃ駄目」

「駄目じゃなくて、もっとでしょ。好きなくせに」

　違うと言ってやりたいのに、彼に耳を舐められると体に力が入らなくなってしまう。その上、胸まで触られたらひまりの体はあっという間に蓮士郎の思うがままだ。

「はっ、んぅ……れ、れんしろ……っ」

「ひまり、こっち向いて」

　言われたとおりに顔を後ろに向けると唇が重なり合う。口内に舌を差し込み、ひまりの舌を舐めて吸い上げる。胸を触られながら同時にキスもされると、頭の中がふわふわしてきて次第に気持ちいいとしか考えられなくなっていく。

「んんっ、んぅ……ふっ、あぁ」

　体がびくびくと跳ねて、お湯が波立つ。ひまりが震える手で胸を揉んでいる蓮士郎の手を掴むと、ゆっくりと唇が離れた。

「そろそろベッドに行こうか。このままじゃ、のぼせちゃいそうだ」

　まわらない頭で頷くと、彼が抱きかかえてくれる。その熱い手と体にぞくりと身震いした。

（ああ、今夜も食べ尽くされてしまいそう……）
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　翌日、近所の子や祖父と馴染みのある家の子たちが大勢来てくれた。三、四歳くらいから十五歳くらいまでの幅広い年齢の子が集まって、盛大になって嬉しい。

（会社の創立記念パーティーなんかよりもずっと楽しくて賑やかね）

　感情を読まれないように機械的な笑顔を張りつけて腹の探り合いばかりをする場は正直好まない。高校に入る頃には出席しなくなり、就職したあとは東条家の娘としてではなく秘書課の人間として裏方に徹していたのでパーティーは久しぶりだ。ひまりは宝探しをする皆を微笑ましく眺めながら、こういうパーティーばかりだったら喜んで参加するのになと思いながら苦笑した。

「ひまり、よくやったな。皆、とても喜んでいるぞ」

　すると、祖父が隣に来てジュースを渡してくれる。それを受け取りながら、ひまりは頭を下げた。

「協力してくれた蓮士郎や小野さん。何より皆に声をかけてくれたおじいさまのおかげだわ。本当にありがとう」

「孫の頼みとあらば、お安い御用だ」

　そう言って笑った祖父にひまりも笑いかけると、祖父がひまりの頭を撫でた。少し悲しげな表情をしている祖父に少し戸惑う。

（おじいさま……？）

「元気になったな。それに、こちらに来た時よりもよく笑うようになった。蓮士郎のおかげか」

「うん……」

　ひまりはこくんと頷いた。少し照れ臭くて、手に持っているグラスに視線を落とす。

　祖父はここに来た時、先輩との一件で自分を責めるひまりに──『一度でも惚れて心を許した相手に油断をしてしまうのは当たり前だ。お前は何も悪くない。嫌がっている相手を同意なくどうこうしようとしたあの男のほうが悪いのだから、ひまりはもう気にするな』と言って、優しく抱き締めてくれた。日本にいた時は大会社の会長という肩書きからか、世間一般の祖父らしい一面など見たことがなかった。それがここに来てからは、ただの祖父と孫として過ごせている。その時間を得られただけでも、ここに来た意味は大きい。

「蓮士郎に助けられたのはもちろん大きいんだけど、ここでおじいさまや小野さんに優しくしてもらって、かなり救われてるよ。ここに来て良かったと本当に思ってる。日本にいたら分からなかったことや経験できなかったこともいっぱいあったもの。それに、今日で小さなお友達もいっぱいできたしね。ありがとう、おじいさま」

　えへへと笑うと、祖父が抱き締めてくれる。そして何度も背中をさすりながら、「蓮士郎はいい男だな」と言った。

「うん、私もそう思う」

　確かに彼はいい男だ。仕事もできるし、社交性も高い。その上、優しく面倒見がいいときている。少し意地悪なところもあるが、それも魅力の一つだ。ひまりは迷いなく頷いた。

（おじいさまがそう言うってことは、蓮士郎を認めているってことよね？）

「……ねぇ、おじいさま。会長としての意見を聞かせてほしいの。おじいさまもパパと同じ考え？　東条家の娘として生まれた責務を果たし、意に沿わぬ相手とでも結婚しなければいけないと思う？」

　ごくりと生唾を呑み込み、ずっと気になっていたことを問いかけた。

（そろそろちゃんと話し合わなきゃ。私は好きでもない人と結婚なんて嫌だって言わなきゃ）

　自然とグラスを持っている手に力がこもる。

　蓮士郎が来てくれてから先輩とのことを思い出して悩んだり泣いたりすることがなくなったし、外出をしても男の人にびくつくことが減った。あんなゲームをすることになって過去のことを振り返る隙がなくなったというのもあるが、すべては蓮士郎が寄り添ってくれているおかげだと言えるだろう。それに彼が自分のことを好いてくれているのは充分なほどに伝わってくる。あんなにも真っ直ぐに愛して大切にしてもらえて、心が動かないわけがない。

　蓮士郎のことを兄だと思っていたが、彼と触れ合うようになってから気づいた。今まで蓮士郎に対して抱いていた感情は……きっと……。

（蓮士郎となら、これから先もずっと一緒にいる気がするのよね……だったら、おじいさまを味方につけたほうが絶対にいいわよね）

　一度も会ったことがない婚約者なんかより、十八歳の時から兄として──時には友のように、そして今では恋人のように側にいてくれる蓮士郎のほうがいいに決まっている。

　蓮士郎を婿に迎えたいと言ったらきつく叱られるかもしれない。それを承知で祖父と話をしたいと強く思った。

「まわりくどい言い方はよせ。蓮士郎が好きなのだろう」

「へ？」

　自分の心を言い表されて、ひまりは間の抜けた声を出した。

（蓮士郎が好き……）

　祖父の言葉を心の中で繰り返す。そうすると、自分の想いがくっきりと形になってきて、ひまりは胸元をぎゅっと掴んだ。

「うん、好き」

　ひまりが真剣な表情でそう答えると祖父が笑う。その表情は呆れているようには見えなかった。

（おじいさま？）

「あの一件以来、家族以外の男が怖いのだろう？　ひまりがずっと悩んでいたことくらい分かっている。高校生の時から蓮士郎のことを兄のように慕っていたのは知っていたから、お前の父が蓮士郎をひまりのところに寄越すと言った時に許可したのだ。ひまりが元気になる突破口になってくれると見込んでのことだったのだが、成功だったな」

「おじいさま……」

　まさか悩む自分のためにそこまで考えていてくれていたなんて思いもせず、ひまりは祖父の愛を知って瞳の奥が熱くなった。泣かないようにぐっと唇を噛んで、祖父の肩に額を押しつける。

「ありがとう。わ、私……」

「礼を言うのは早い。今回の婚約の件は蓮士郎が解決せねばならんことだ。それができねば、儂は認めん」

「婚約の件？　いえ、それは私が何とかしなければならないことなので……」

「いや、蓮士郎にさせる」

　ニッと笑った祖父に疑問符を飛ばしていると、祖父はひまりの肩をポンポンと叩いて行ってしまった。その背中を呆然と見つめる。

（どういう意味？）

　首を傾げて眉間に皺を寄せた。その時、背中に衝撃が走り、驚いて振り返ると十歳くらいの少女がひまりに抱きついていた。

「ねぇ、ヒマリ。今日はありがとう。すごく楽しかったわ。私、ヒマリがこのおうちに来てからずっと仲良くしたいなと思っていたのよ。会えて嬉しい」

「こちらこそ今日はありがとう。私も皆と仲良くできて嬉しいわ」

　そう答えると、彼女の顔が花が咲いたように輝く。その表情を見て、すごく癒されるのを感じ、ひまりも満面の笑みを浮かべた。

「ヒマリ。私とお友達になってくれる？　今度は私のところにも遊びに来て？」

「ええ、もちろんよ。約束ね」

　ひまりが手を差し出すと女の子がぎゅっと握ってくれる。とても嬉しそうに笑う彼女に自然と笑みがこぼれた。胸も握手した右手もじんわりと温かい。日本に帰るまでにこの約束をしっかりと果たしたいと思った。

「うふふ。良かったですね、お嬢様」

「あら、聞いていたの？」

　ニマニマと笑いながら近寄ってきてひまりの頬をつつく小野に苦笑する。

「つい聞こえちゃったんですよ。次のパーティーはお嬢様と成瀬さんが結婚する時ですね。うふふ、楽しみだなぁ」

「やだもう、気が早いわよ。その前に会ったこともない婚約者との婚約を破棄しなきゃ。こんなにも長い間拒否してるのに諦めないって相当だから頑張らないといけないわね」

　ここに来てからは解放されたが、日本にいる間は事あるごとに父にその婚約者と会わせられそうになった。今までは逃げていたが、もうそんなわけにはいかない。自分と蓮士郎の未来のために、政略結婚に乗り気の父を──祖父の協力のもと至急説得しなければ……。

「戦国時代でもあるまいし、顔も見たことない相手と家のために結婚なんて古いのよ。その点、あちらのご子息はどう考えてるのかしら？」

（親の言いなりなのかな？）

　ひまりがぶつぶつと文句を言っていると、小野がくすくす笑いながらひまりの背中を二、三度叩いた。

「やだぁ、お嬢様ったら。まだ知らなかったんですか？　婚約者は成瀬さんですよ」

「は……？」

「彼、化粧品メーカー成瀬堂さんのご子息なんですよ。うちは主要セグメントの一つがヘルスケアじゃないですか。成瀬堂さんもヘルスケア食品の開発に力を入れているので確かに両社にとっても利益にはなるんですが、実は東条社長と成瀬社長って個人的に仲良いみたいで、お互いの子を結婚させるのが夢らしいですよ。それに二人の結婚を機に新しい事業を起こすって東条社長が張り切っていました」

「……う、嘘」

「嘘じゃありませんよ。だから安心してください。お嬢様は何の心配もなく成瀬さんを好きでいていんです」

　小野の声は決して大きくはないはずなのだが、突き刺さりそうなくらい鼓膜に大きく響いた。言われたことがすぐに理解できなくて、ひまりは心の中で何度も彼女の言葉を反芻する。手足の先が急速に冷えていき震えが止まらない。ひまりはぎゅっと手を握り込んだ。

（蓮士郎が、私の婚約者？　お父様と成瀬堂の社長がお友達？）




「ひまり、皆帰ったよ。大丈夫？　まだ気分悪い？」

「……」

　部屋を覗き込んで声をかけてくれる蓮士郎を一瞥する。彼はいつものように部屋に入ってきて、ミネラルウォーターをグラスに注いでくれた。

「ごめんね、すぐ来られなくて。水、飲める？」

　あのパーティーのあと気分がすぐれないと伝えて部屋に戻った。心配して様子を見に来てくれる蓮士郎に、ベッドの上で膝をかかえて座り込んだまま、首だけを横に振る。

（蓮士郎が私の婚約者って本当？　じゃあ、今までのは全部──嘘だったの？）

　口を開くと彼を詰る言葉ばかりが出てきそうで、ぐっと唇を噛む。

　この六年間は、自分を懐柔するためだったのかと思ってしまう。心の中が黒いものでいっぱいになって、あふれ出してくるのを止められない。蓮士郎が欲しいのは自分ではなく次期社長の座なんだと思うと、悲しさとやるせなさで押し潰されそうだった。

（やっと自分の本当の気持ちに気づけたのに……今度は蓮士郎の気持ちが分からない……）

「ひまり、本当に大丈夫？　久しぶりに大勢の人と関わったから怖くなっちゃったのかな？　気分がすぐれないならお医者様を呼ぼうか？」

「触らないでっ！」

　この感情は良くないものだ。呑み込まれたら終わる。そう分かっていても止められなかった。熱がないかを確認しようとしてくれた彼の手を叩く。

　パシンと響く音と蓮士郎の驚いた顔にハッとした。

「ご、ごめんなさい……。でももう優しくしないで……。私のことは放っておいてくれたらいいから」

「ひまり？　どうしてそんなこと言うの？　放っておけるわけないだろ」

　東条家の一人娘として生まれて、何不自由なく育てられた。だけど、側に寄ってくる人間は自分ではなく自分といることで発生する利益を見ている人がほとんどだった。それでもいいと思っていた。多くの人がそうでも少数の人はちゃんと自分と接してくれる。自分を見てくれる。愚かにもそう思っていた。が、好きだった先輩はそうではなかった。そしてきっと蓮士郎も……。

　考えれば考えるほどに心を支配するのは絶望だ。先輩に裏切られた時以上の悲しみがひまりの心に影を落とす。心が勝手に落ち込んでいって、どうやったら止められるか分からない。先輩のことがあった時には蓮士郎がいたが、蓮士郎がいなくなったら自分の心をどう保てばいいか分からないのだ。

　気遣わしげに声をかけて頭を撫でてくれる手はいつものように温かく優しい。これがすべて偽りかと思うと怖くなった。

「れ、蓮士郎が……私の婚約者だったの？　貴方は東条化学が欲しくて、ずっと私を騙してたの？」

「は？　騙してなんていない。僕は……」

　問いかけた瞬間、涙がぶわっとあふれてくる。口に出すともう止まらない。涙と一緒に負の感情もずるりと引きずり出されて、蓮士郎の言葉を遮って彼を詰ってしまう。

「なら、もっと早く言ってくれたら良かったじゃない！　どうして六年も黙っていたのよ！　どうせ政略結婚を嫌がっているなら、友人のように側にいてゆっくりと飼い慣らせば、私みたいな世間知らずでばかな女……簡単に落とせると思ったからでしょ！　だ、だから、こんなところまで私を迎えに来てくれたのね……先輩に襲われて泣いていて慰めてくれた時も。最初から全部、東条家に婿入りするために私の機嫌を取っていただけなのね」

「違う！　そんなこと一度も思ったことない。僕はひまりのことが好きだって、ずっと言い続けてきたじゃないか。第一、東条社長が何度もそういう場を設けようとしていたの忘れた？　釣書も見ずに捨てて、会うことも拒否して、全部に背を向けていたのはひまりだろう。僕はそれでもいいと思っていた。ひまりを愛しているから、君とは政略結婚じゃなくて恋愛結婚をするつもりだったし。だからこそ成瀬家の人間じゃなく、君の蓮士郎としてずっと側にいたんだ……」

　すごく焦った表情で声を荒らげる蓮士郎にひまりは唇を噛んだ。この表情を見るのは二度目だ。一度目は先輩に襲われて迷子になり彼に迎えにきてもらった時──。ひまりは滅多に見せない彼の顔にわけが分からず抱えた膝に顔を押しつけて嗚咽を漏らした。すると、蓮士郎が震える手でひまりの手に触れる。

「ひまり。お願い、信じて。うわべの事実だけじゃなくて、今まで二人が過ごした時間のほうを見てよ。時間をかけて育んできた絆はこんなことで壊れるものじゃないよね？」

「……」

「ひまり！　頼むから何か言って」

「蓮士郎なんて嫌い。今は貴方の顔を見たくないの……どっか行って」

　痛いくらいに肩を掴まれて、焦燥と懇願を含む蓮士郎の泣きそうな声と表情を一蹴する。

「そっか……」

「……っ！」

　そう力なく呟いた蓮士郎の絶望した顔に失敗したと思ったのに、言葉が詰まって出てこなかった。蓮士郎の言葉に信じて縋りそうになった弱い心を振り払いたくて、心にもない言葉をぶつけてしまったのだ。

（私、最低だ……）

　でもどうすればいいか分からないのだ。今は冷静に話し合える自信がない。ひまりが下を向いたまま動かないでいると、蓮士郎のひどく沈んだ声が耳に響いた。

「……分かった」

　そう言って背中を向けた彼に咄嗟に手を伸ばすが気づくことなく、彼は部屋から出ていった。部屋を出ていく時の蓮士郎の辛そうな表情と出ていく時に閉まるドアの音が、ぐさりとひまりの胸に突き刺さる。

「う、ううっ……わ、私……」

（どうしたらいいの？　分からない。もう分からない……）

　その日のうちに、蓮士郎は屋敷を出て行った。次の日になっても、その次の日になっても戻ってくることはなかった。

（蓮士郎、どこに行ったの……？）

　彼のことを考えると涙があふれて止まらない。せっかく彼が連れ出してくれたのに、また部屋に籠りがちになってこの家から出られないようになってしまった。この六年、ずっと蓮士郎に頼って生きてきたので、どうやって自分を奮い立たせたらいいか分からないのだ。

（私、ばかみたい。蓮士郎がいないと何もできないんだ……）

　傷つけられたのに、ひまりの弱い心は結局蓮士郎を求めて頼ろうとしてしまう。だが、自分も蓮士郎をひどく傷つけたのだ。知ってしまった事実に頭も心もぐちゃぐちゃになって整理がつけられず、どうしていいか分からなくて感情のままに彼を詰ってしまった。

「もう蓮士郎……いない……っ、ふっ……っぅ、れ、れんしろう……」

　当たり前だ。自分が彼を拒絶したのだから……。

　どこかで蓮士郎は自分から離れないと思っていたのかもしれない。あんなにもしつこく毎日離れずに、ひまりに激情をぶつけるように抱く彼が離れるわけがないと思っていたのだ。

　──レンのように人懐っこい笑顔。いつも気にかけてくれる優しい声。すぐに俯きがちなひまりを引っ張ってくれる力強い手。面倒見が良くて、いつも寄り添うように側にいてくれる愛情深さ。

「蓮士郎……」

　そしてベッドに入った時にひまりの肌に触れる熱い手。ひとつになった時に幸せそうに笑う顔。意地悪な表情と声。そのすべてが忘れられない。

「蓮士郎……」

　泣きながら何度も彼の名前を呼ぶ。でも返事をしてくれることはなかった。呼べば返事が返ってくる、笑いかけてくれることが、どれほど幸せだったのかを思い知った。それを自分の手で放棄し壊してしまったのだという事実が深く突き刺さる。

（私……蓮士郎のこと、こんなにも好きだったんだ……）

　それを自覚すると、さらに胸が痛くなる。ひまりは泣きながら胸元を押さえた。

「れ、れんしろ……私も、好き……愛してるのっ……。お願い、帰ってきて……蓮士郎っ」

　でももう何もかもが遅い。

　ひまりは夜が明けてもずっと蓮士郎の名前を何度も呼び続け泣きじゃくった。
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　最初はただの興味だった。いや、ひまりの言うとおり打算や野心があった。このまま友達から仲良くなれば、婚約しないと突っぱねている彼女でも『蓮士郎となら結婚してもいい』と言うだろう。そうなれば、自分が東条家の跡取りだ。そういった気持ちが少なからずあったことは否定しない。だからこそ、無邪気な顔で寄ってくる彼女を己の懐に入れたのだ。

　──ひまりは天真爛漫で、少し危なっかしい。真剣に考えている割には抜けているところも多いし、自分に好意を向けてくれる相手を無下にできない甘さもある。だから、仲良くなるのは簡単だった。物分かりのいい兄のような顔で世話を焼いてやれば、いとも容易く懐いたから。

　曇りのない心で蓮士郎を慕ってくる彼女にほくそ笑みながら、同時に可愛いなと思うようにもなってきたのは、いつからだっただろう。

（そうだ。あれは……ひまりから恋愛相談を受けるようになってからだ）

　最初は恋愛や勉強に一生懸命な彼女を健気だなと思っていた。が、いつしか『ひまりは僕の婚約者ものなのに』と思うようになっていた。所詮、高校生の恋愛だと歯牙にもかけていない顔をしながら、その反面ではひまりの直向きなまでの恋心を自分に向けてほしいと考えていた。

「ああ、どうしよう。こんなことなら、もっと早く伝えておけば良かった……。せっかくひまりが僕を好きな気持ちを自覚しかけていたのに……。打算なんかじゃない。今は本当に好きなんだ。ひまりじゃないと駄目なんだ。ひまり……この六年をなかったことにするなんて許さないよ」

　最初は自分を追い返そうとしていたひまりが、蓮士郎のために歓迎会を開くと言ってくれるなんて思わなかった。不覚にも泣いてしまうほどに嬉しかったのに……。

「一生僕のためにお菓子を作ってくれるって言ったじゃないか。僕、あの時感動したんだよ。絶対に離してなんてやらないから。ああ、でもどうしたら……」

「落ち着きなさい」

　シチリア支社内のソファーに座り顔の前で組んだ手に額を当ててぶつぶつと呟いていると、ひまりの祖父が隣に腰掛ける。彼はとても呆れた顔をしていた。

「会長……。ひまりを傷つけて申し訳ございませんでした」

「まったくだ。うまく何とかしろと言ってあっただろう。……あの子は何事にも一生懸命ではあるが、如何せん考えが幼く、弱くて脆い……だが、シチリアでのお前たちを見ていてよく分かった。蓮士郎が何でも先回りをしてやってやるからだ……甘やかしすぎだ、愚か者。それもあってうまくやれと言ってあったのにしくじるとは……」

　じろりと睨み嘆息する会長に苦々しく笑う。

　確かに甘やかしてお姫様のように扱っていた自覚はある。屈託のない表情で慕ってくれる彼女が可愛くて仕方がないのだ。何でもしてやりたくなる。そのおかげか、ひまりはどんなことがあっても最後は僕を頼るようになってくれていた。だからこそ油断していた。婚約の話を聞いたとしても、ひまりは絶対に喜んでくれる。そう過信していたのだ。

「我が社も成瀬堂も、お前たちが結婚してくれるならそれに至る過程はどうでも良かったのだ。だが、依存から生まれる愛など長続きはせん。だから小野さんの一言で二人の関係が容易く揺らぐのだ。ひまりにもう少しちゃんと考えさせなさい」

「ごもっともです。焦り過ぎていたのかもしれません。ひまりに考える余地を与えず、ぐいぐい迫ってしまっていました」

「……お前たちは少し距離を置いたほうがいいのかもしれんな」

「そ、そうですね……。ひまりにも時間が必要だと思います」

　思った以上に自分から出た声が震えていて驚く。会長の言葉に泣きそうになってきて、蓮士郎は唇を噛んだ。すると、額を指で弾かれる。

「っ！」

「そんな顔をするな。今はひまりも成長しなければならん時だ。前を向いて一歩踏み出さなければ、ここに来た意味がなくなる。信じて待ってやれ。六年もかけて依存と愛を積み上げたのなら、お前は絶対にその責任を取らねばならん。今回のことを乗り越えて、儂の孫を幸せにしなければ許さんぞ」

「はい！」

　会長の言葉に涙ぐみながら返事をすると、彼がふっと笑った。
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「れ……れんしろっ……」

　夢見心地の中で、慣れた体温が下唇を食む。ひまりの頬を包み込んで少し開いた唇の隙間から、するりと舌を忍ばせて絡みついてくる蓮士郎の舌に何度も口内を貪られて力が抜ける。

「ふぅ……っあ、だ、だめ……んん」

（もう蓮士郎ったら）

　おはようのキスにしてはやりすぎだと、身を捩って彼のキスから逃げた。でもまたすぐに唇を奪われて、舌をすり合わせ絡みつき吸い上げられる。まるで今から食べられてしまいそうな深いキスに、ひまりは彼の首に手を回そうとした。その瞬間、手が宙を掻く。

「え……」

　目を開くと中途半端に伸ばされた手が虚しげに視界に入った。蓮士郎の部屋のベッドで眠っていたひまりは、重い体を少し起こして部屋の中をきょろきょろと見回す。

「夢……？」

　どこにも蓮士郎はいなかった。あんな夢を見たせいか、寝る前以上に喪失感が胸を抉る。

（もう出ていって一週間経つのに……まだ帰ってきてくれない。やっぱりもう日本に……）

　そう思うと、涙がまたあふれてきた。どれほど泣いても涸れてくれない涙が、ひまりの後悔と絶望を加速させる。

「蓮士郎……」

　彼のことを考えると胸の中にぽっかりと穴が空いたようで、ネガティブな想いが澱のようになってそこに溜まっていく。

　蓮士郎はきっと愛想を尽かしたのだ。顔も見たくないと拒絶したのは自分なのに、どこかで彼はもう一度話し合いに来てくれるという甘い期待があった。父の要望で来ている以上、簡単には役目を放り出せないという思い上がりもあったのかもしれない。

（そんなわけないのに……）

　自分の唇にそっと触れる。夢の中の蓮士郎はエッチで意地悪な──いつもと何も変わらない彼だった。幻想を振り払うようにぐいっと唇を拭い、枕元のスマートフォンを手に取る。

　ここ最近ずっとスマートフォンを眺めて、蓮士郎に連絡してみようか悩んでいる。謝りたい、もう一度ちゃんと話し合いたい。あの時は頭に血が昇っていたから心ない言葉をぶつけてしまったけど、貴方のことを愛しているんだと、何度も謝罪や言い訳を書いては消している。それをずっと繰り返した挙句、結局なんて伝えればいいのか分からず未だに送れないのだ。

「……っ、くっ……っぅ、蓮士郎……」

　蓮士郎との決別がこんなにも辛いなんて思わなかった。

　時間が経てば経つほどに彼がいないことが重くのしかかってくる。どうしても辛いのだ。信じてと言っている蓮士郎を感情のままに責め立てて傷つけたのに、自分は彼から拒絶されるのが怖い。そのせいで送れないというのが大きかった。

　ひまりは蓮士郎の部屋で嗚咽をこらえきれずに泣き続けた。すると、リングトーンが部屋に響く。

（蓮士郎!?）

　着信を告げる音に慌ててスマートフォンを手に取ると、相手は鈴原だった。落胆が心を占める。

（あ。でも、彼女ならいいアドバイスをくれるかもしれないわ……。それに、鈴原さんに聞けば蓮士郎が今どうしているか分かる？）

　縋るような気持ちで応答ボタンを押すと、ビデオ通話だったようでいつもの優しい笑顔の鈴原が映し出された。

「久しぶりね！　……ちょっとどうしたの？　泣いているの？」

「す、鈴原さん……わ、私っ、ばかなことしちゃったのっ」

　あまりにもひどい顔で電話に出たものだから、鈴原が驚いている。ひまりは泣きながら事の経緯を彼女に打ち明けた。何度も泣きじゃくって言葉に詰まるひまりの話を静かに聞いてくれる鈴原の優しさに、さらに涙が出てきて止まらない。

「大体のことは分かったわ。話の前に……ひまりちゃんが一番知りたいことを教えてあげる。成瀬くんはまだシチリアにいるわ」

「ほ、ほんとう？」

「ええ。ひまりちゃんの様子確認と会長がそちらで進めている事業の手伝いのために行っているから、ひまりちゃんに拒絶されたからといって帰国はできないわ。多分、そこにいないならどこかのホテルに宿泊しているんじゃないかしら」

（おじいさまのお手伝い？）

　蓮士郎がまだシチリアにいると聞いて、体から力が抜ける。ひまりが安堵の涙を流すと、鈴原の大きな溜息が聞こえてきて顔を上げた。

「まあ、どんな時でも感情的になるのはよくないことだけど、これに関しては私たち周りも悪いわ」

「で、でも……」

「今までそのことについて話さなかったのは、決して変な打算や考えがあったからではないのよ。単純に伝え方を間違うと拗れると思っていたから、成瀬くんに任せていたの。まあ成瀬くんからしたら言う必要自体ないと思っていたのかもしれないわ。だってその事実がなくても、彼は貴方に夢中だもの」

　彼女の言葉に、自分がどれほど守られているのかを知った。蓮士郎だけじゃなく皆が、政略結婚を厭うひまりのために心を砕いてくれていたのだ。

（そっか。言えなくしていたのは私なんだ……）

「ひまりちゃん、そんなに泣くってことは成瀬くんが大切だからでしょう？　私、二人のことをずっと見てきたから分かるわ。二人ともすごく仲良かったじゃないの。成瀬くん、兄として友達として──ずっとひまりちゃんを大切に守ってきたのよ。今きっと、こんなことならもっと早く自分から伝えていれば良かったと苦しんでいると思う。だから、一刻も早く連絡してあげて」

「うん。……私がばかだった。やっと分かったの。私は蓮士郎がいないと駄目だって。彼が好きだって……。だから、ちゃんと話し合う」

　会いたい。会って謝りたい。もう何でもいい。何でもするから側にいてほしい。蓮士郎が許さないというなら、何度だって謝り続けるから……どうか話し合う機会がほしい。鈴原と話すことで、自分の心がはっきりと決まった。蓮士郎の愛を信じる。彼の優しさや愛情が偽りだったのではないかと思って、どうしようもなく辛く悲しかったのだ。信じたいのに疑ってしまう心に押し潰されそうだったのだ。

　だけど、今ならちゃんと蓮士郎に愛しているって言える。

（私のばか……。もっと早く信じてあげられていたら蓮士郎を傷つけなかったのに……）

　ほぼ毎晩抱き合っていたくせに、一緒にいることが当たり前すぎて心の変化に気づけていなかった。

　涙を拭い歯を食いしばって、これ以上出てこないように耐える。もう泣くのは終いだ。

　ひまりは顔を上げて、鈴原をしっかりと見据えた。

「鈴原さん。私、何回でも謝る。そして何度だって好きって伝えるわ」

「健闘を祈ってるわ。あ、でも成瀬くんのところに行く前に、社長の話を聞いてあげてくれない？」

「え？　パパ？」

　電話を終えようとした時にそんなことを言われて、キョトンとした。ひまりが訝しげな目で見ていると、画面いっぱいに父の顔が映る。

「ちょっと近い！」

「すまない、ひまり！　私が間違えていた。強引だった。だが、成瀬くんはそうではない。何度も種明かしをしようとする私を諌めて、ひまりの心が追いつくまで待つべきだと言っていたのだ。成瀬くんは親の私が嬉しくなるほど、ひまりのことを真剣に考えてくれている。それは打算なんかでは決してない」

「うん、そうだね。私もそう思う。あの時はびっくりして頭も心もぐちゃぐちゃになっちゃったけど、今はちゃんと分かってるよ。私、蓮士郎に謝る」

「それがいい。それから、しばらく日本には帰って来ずにそちらで一から学びなおしなさい。成瀬くんと一緒に会長にしごいてもらえば、二人とも次代の我が社を担える逸材となるだろう。期待しているぞ」

（次代の会社を担う人材に……）

　父との電話がきれたあと、しばし呆けてしまう。が、ハッとして頬を叩きシャワーを浴び、逸る気持ちで身支度を整えた。
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　会いたい。蓮士郎の顔が見たい。そう思ったらたまらなくなっていた。ひまりは蓮士郎を探すために屋敷を飛び出そうとした。が、逸る心とは裏腹に家を出ようとすると、ぐっと何かが胸に詰まる。息がしづらくなってきて、ひまりはその場でへたり込んだ。

（こ、怖い……）

　蓮士郎と一緒じゃないと外に出るのが怖いのだ。でもそんなことを言っていたら、蓮士郎に会えない。ずっとこのままだ。

「頑張らなきゃ……」

　ひまりは意を決して立ち上がった。足が竦むが重い足を引きずって一歩ずつゆっくりと外に出る。敷地から外に出た時、ぶわっと汗が出て心臓が痛いくらい動悸が激しくなった。落ち着かせようとして胸元をぎゅっと掴む。

「だ、大丈夫。蓮士郎やおじいさまのおかげで顔見知りも増えたじゃない。だから絶対に大丈夫よ。怖くないわ」

　先輩のような人がいても、きっと誰かが助けてくれる。そう何度も自分に言い聞かせながら、こわごわと歩を進めた。

（蓮士郎、会ってくれるかな？）

　ずいぶん勝手なことをした。わがままだった。正直なところ、彼の今の気持ちを聞くのが怖い。でも会いたい気持ちが抑えられないのだ。

（電話するのが一番なんだろうけど……電話して会いにこないでって言われたら、そこで終わっちゃうし……やっぱり突撃しよう）

　ひまりはスマートフォンで地図アプリを開いた。

「えっと、蓮士郎は……どこにいるのかしら？　リゾートホテルが建ち並ぶエリアに行けば分かるかな……。あっ、でも今は仕事中だから会社のほう？」

　引きこもりな上に、観光する時は蓮士郎任せだったので土地勘がない。どこをどう歩けば、どこに出るかさえ分からないのだ。彼の行くところの見当がまるでつかない。祖父の手伝いをしているなら、祖父の側にいる可能性は高いがその祖父の居場所すら分からないのだ。

（私、今まで何やってたんだろう）

　急に襲ってきた自責の念に唇を噛む。が、今はそんなことで落ち込んでいる場合じゃない。恐怖より蓮士郎に会えないほうが嫌だ。ひまりはパーティーで顔馴染みになった人たちを見かけるたびに声をかけた。

（怖くない。怖くない。この人は大丈夫。優しい人だもの）

「すみません。祖父か蓮士郎がどこにいるか知りませんか？」

「レンのことは分からないけど、アキマサならシティセンターのほうにいると思うよ」

「ありがとうございます。それってどこですか？」

　スマートフォンの地図を見せて、場所を教えてもらう。それでもしばらく歩くと分からなくなってきて、その都度尋ねる。すると、紙に分かりやすい地図を書いてもらえたので、地図アプリと照らし合わせながら歩く。

（うう。私、方向音痴かも。えっと、こっちのほうかな……）

　話を聞くとシティーセンターのあたりにはホテルがたくさんあるらしい。それなら、きっと蓮士郎の泊まっているホテルもあるだろう。

「……でも、泊まってるホテルってどこかしら」

（しらみつぶしに当たればいい？　でも、宿泊者の情報なんて教えてくれないわよね）

　ひまりは途方に暮れた。また泣きそうになってきて、目をぐしぐしと擦る。

（泣いちゃ駄目よ。おじいさまに相談すればいいわ）

　なぜもっと早く気がつかなかったのか。祖父に電話をかけて蓮士郎がいるところまで連れて行ってもらえばスムーズだったのに。会いたすぎて気が動転していて、取るものもとりあえず飛び出してしまっていた。

（えっと……おじいさまの番号は……）

「おねーさん可愛いね。もしかして迷子？」

「可哀想に。一緒に探してあげようか？」

　電話をかけようとした途端、日本人男性二人が声をかけてくる。その言葉からするに、ひまりが街の人に道を尋ねていたのを見ていたようだ。年は二十歳前後くらいで、日に焼けた肌とラフな恰好を見る限り、おそらく観光客だろう。彼らはひまりの泣き腫らした顔を見て、少し驚いている。無理もない。この一週間ずっと泣いていたので、とてもひどい顔をしていると思う。

「ご、ごめんなさい。祖父に迎えにきてもらうから大丈夫です……。心配してくれて、ありがとうございます」

　祖父の知り合いは優しくて、一人で困っているひまりにも親切にしてくれた。今回のことで警戒すべきは先輩のような人だというのはよく分かったが、やはり簡単にはいかないのか、まだ見知らぬ男の人は恐ろしい。

　逃げ出したい気持ちを抑えやんわり断って横切ろうとすると、すかさず回り込まれてしまった。

（え……？）

　驚いているひまりの肩を男が抱く。その瞬間、先輩とのことがフラッシュバックしてきて、動けなくなってしまった。呼吸が浅くなり変な汗が出てきて手足の先がどんどん冷えていく。

（こ、怖い……れ、蓮士郎……）

「そんなに泣いてるのに強がんなくてもいいよ」

「おねーさんも旅行中でしょ？　あとでおじいさんのとこに送ってあげるから、その前に飲みに行こうよ。慰めてあげるよ」

　耳元で囁かれると、彼らの息が耳にかかってすごく気持ち悪かった。何も言えないのをいいことに彼らがひまりの手を引く。ずるずると体が引きずられる感覚に、恐怖で目の前が真っ暗になった。

「やだ、離して！　蓮士郎っ！　蓮士郎、助けて！」

「こらこら。その子は僕の大切な人だから離してくれる？」

「え？」

　会いたかった人の声がして血の気が戻ってくる。ひまりが勢い良く振り返ると、そこには蓮士郎がいつもの笑顔で立っていた。そして蓮士郎の後ろには黒いスーツを着た強面の男性が三人ほど控えている。それを見た彼らが血相を変えて逃げていった。

（蓮士郎……。蓮士郎がいる……）

　逃げていく彼らを見て強面の人に指示を出している蓮士郎を見ながら、会えた安心感と嬉しさで頭の中がいっぱいになった。

　どんなときでも蓮士郎が守ってくれる。助けにきてくれる。その姿がまるでヒーローのように見えて、感謝の気持ちと彼への好きがあふれ出す。

「ここからは僕がひまりについているから、もういいよ。あとで僕も行くけど、先に会長のところに戻っていて」

「分かりました。何かありましたら、すぐにお呼びください」

　頭を下げてさがっていく彼らを見ながら、ひまりは涙で滲む目で蓮士郎を見つめた。

「……好き」

　まずは謝らなければと思うのに、ぽろっとこぼれた言葉は彼への告白だった。ひまりは、ふらふらと彼に近づき返事を聞く前に抱きついた。

「ご、ごめんなさい。ひどいことばかり言ってごめんなさい。ばかでごめんなさい」

　蓮士郎はそんなひまりを振り払うことなく、よしよしと背中をさすってくれた。

「そんなに謝らなくていいよ。悪いのは僕だから……」

「違うわ。悪いのは私よ。私が子供すぎるから言えなかったんでしょう？　蓮士郎は何も悪くないわ」

　ちゃんと話さなきゃいけないのに、いつもと変わらない彼の柔らかい笑顔を見ると、つい甘えてしまう。ひまりが首を横に振ると、彼が苦笑した。

「ひまりの泣き顔を見た時……それから会長と話した時、君を欲するあまり急ぎすぎていることを痛いほどに自覚したんだ。なし崩し的に君を手に入れるんじゃなく、本心からちゃんと選んでほしい。そのためにも少し時間をおいて、ゆっくり考える時間が必要だと思ったんだ。考えた末に、それでも僕のことを嫌だと言うならその時は潔く諦めるべきだと考えていたから、追いかけてきてくれて嬉しいよ。ねぇ、ひまり。僕は別に次期社長の座なんていらない。欲しいのはひまりだけだよ。ひまりのこと愛してるんだ。どうしようもなく好きなんだ」

「わ、私も好き。蓮士郎が大好きよ。貴方がいないと私……駄目なの」

　そう言うと、蓮士郎が安堵の表情で笑う。その笑顔にひまりもふにゃっと笑いすり寄ると、いつものように頭を撫でてくれた。その手が心地良い。

（ああ、この手が本当に好き……）

「ありがとう。僕はひまりさえ側にいてくれるならそれでいいんだ。跡なんて継がなくてもいい」

「そんなの駄目よ。おじいさまとパパが絶対に許さないわ。そ、それに私も、今は蓮士郎と結婚したいと思っているから……」

　照れ臭くて目を伏せると、頭上でフッと笑う声がした。ちらりと盗み見ると、彼の劣情を込めた瞳に射貫かれてどくんと心臓が脈打つ。ひまりが胸元を押さえると、蓮士郎がその手を取る。

「立ち話もなんだし、僕が泊まっている部屋に来ない？」

「〜〜〜っ！　い、行く！」

　少し掠れたセクシーな声に、体に教え込まれた熱がぶり返したようにカッカしてきて、誤魔化すように何度も首を縦に振った。離れる前は毎日のように彼に抱かれていたのだ。ひまりはたまらず蓮士郎のシャツをぎゅっと掴んだ。

「あ、あのね、蓮士郎。……お仕置きしていいよ」

「え……？」

「ほ、ほら、次逃げたら本格的なお仕置きするって、シチリアに来たばかりの頃に言っていたじゃない。だから……その……。今回のことは私が悪かったし……お仕置き受けたほうがいいかなって……」

「っ！」

　すると、蓮士郎がひまりの肩に頭を乗せて大きな溜息をついた。自分からお仕置きをねだるなんてはしたなかっただろうかと心配になり彼の様子を窺うと、力強く抱き込まれる。

「きゃっ」

「そんなに煽って……。ひまりは僕に抱き潰される覚悟があるの？」

「え？　抱き潰す？　煽ったつもりはなかったの。反省してるってことを分かってほしくて……えっと……あのね、一週間ぶりだし、私だって蓮士郎と触れ合いたいのよ。でも手加減はしてほしいかも」

　耳元で確認するように囁かれて、ボッと顔に火がつく。ひまりがしどろもどろになっていると、ニヤリと笑った蓮士郎がひまりの頭にポンッと手を置いた。それだけでも体が大きく跳ねてしまう。

（抱き潰すってどういう意味？　いつも以上に激しいってこと？　そ、そんなの……そんなの……）

　蓮士郎のせいで軽くパニックだ。体温が著しく上がって顔も体も熱くてたまらない。

　彼はひまりが動揺している間にも、祖父に電話をかけ無事に仲直りをしたことを告げた。そしてもっとちゃんと話し合いたいから、しばらく二人きりで過ごしたいと話している声が聞こえる。

「離れていた分と同じくらい休みをくれるってさ」

「そ、そっか……。ってことは一週間？」

「うん。これでいっぱいひまりと愛し合えるね」

（〜〜〜っ！）

　電話を切った蓮士郎がゆったりとした仕草でひまりの髪を指に絡ませてそう言ったので、ひまりは耐えきれずに思いっきり顔を背けた。フェロモンを撒き散らかして迫ってくる蓮士郎のせいで、心臓が壊れそうなくらい動悸が激しくてしんどい。

「それより、すごくタイミング良かったね。鈴原さんとパパから私が蓮士郎に会いたがってるって聞いたの？」

「ああ、そうだね。それもあるんだけど、ひまりのボディガードの人たちがいち早く連絡をくれたからかな」

「ボディガード……？　何それ？」

　無理矢理話を変えたひまりにくすくす笑いながら答えてくれる彼の言葉にキョトンとする。彼は呆れたような笑みを浮かべて、ひまりの頬をぐにっと摘んだ。

「さっきの人たちだよ。ここは日本じゃないから何があるか分からないし、ひまりはあの一件で男性恐怖症の気もあるから、何かあった時に対処ができるようにと会長がボディガードをつけていたんだ。もちろん僕がいない時だけの話だけど。というか、どうして知らないの？」

「ひゃって……し、知らなかったんだもん」

「本当にひまりは……。自分がか弱いって自覚ある？　土地勘もないどころかトラウマがあるのに一人で飛び出して……。ただのお仕置きじゃすまさないから覚悟しておいて」

　ボディガードがいたなら陰から見守っていないで、最初から声をかけてほしかった。

（蓮士郎には連絡しておいて、私には何もなしってひどくない？　いくら男の人が怖くても……おじいさまの部下の人なら多分大丈夫なのに……）

　蓮士郎の話もそこそこに頬を膨らませて拗ねていると、とても満足そうに笑った彼がひまりの手を握る。

「じゃあ、そろそろ行こうか」

「うん。あ、そういえば……おじいさまって何の事業をしているの？」

「リゾート事業だよ。東条化学グループは大きいから系列会社が多岐にわたるだろう。そのうちのひとつにリゾート事業があったんだけど、これからは会長主導で力を入れていくことが決まったんだ」

「へぇ、そうなんだ……」

（だから、現地の人と懇意にしていたのね）

　事業を円滑に進めるために長い間をかけて信頼関係を築いていたのかと、ひまりは感嘆の息をついた。

　蓮士郎の話によると、ひまりがセックスの疲労で眠っている午前中に祖父の会社のほうに顔を出し、午後は父に任せられたひまりの世話係をしていたらしい。

「ごめんなさい。私のせいで働き詰めね……」

「そんなことないよ。ひまりとの時間は仕事じゃないし」

「それはそうかもしれないけど……言ってくれたら良かったのに……」

　てっきり東条化学を父に任せて祖父はシチリアで祖母の墓を守りながら老後を過ごしているのだと思っていた。それがまさか事業のためだったとは……。

（結局、おじいさまって根っからの仕事人間なのよね……）

　蓮士郎よりも早く祖父の側に来ていながらこの三ヵ月──自分のことばかりで周りを見られていなかったことが恥ずかしい。

「私もそろそろ働く！　頼りないかもしれないけど、おじいさまと蓮士郎を私も手伝いたいわ。休んでいた分を取り戻せるように勉強もするし頑張るから！」

　就職して二年、鈴原たち──先輩秘書に色々教えてもらったが、まだまだ未熟だ。将来、蓮士郎が跡を継いだ時に妻として秘書として彼を支えられるようになるためにも、父の言うとおり祖父にみっちり鍛えてもらったほうがいいに決まってる。

「それは構わないけど……。会長、喜びすぎて張り切ると思うよ。ついていけるの？」

「ついていけるように頑張るわ！　私、蓮士郎を支えられる秘書になれるように今から頑張るから！　東条家の娘だからじゃなくて、蓮士郎の力になれるパートナーとして貴方の隣に立ちたいの！」

　能力もないのに生まれのおかげで社長秘書に収まっているなんて誰にも思われたくない。蓮士郎の妻としても祖父の孫としても、恥じない人間になりたい。

　ひまりが闘志を燃やしていると、蓮士郎が苦笑いをしながら独り言ちた。

「まいったなぁ。大人しく守られてくれないんだから……」

「え？　何？　聞き取れなかったから、もう一回言って？」

「ううん。ひまりは泣いて部屋に籠っているより、そうやって直向きに頑張っているほうが、ひまりらしいなって言ったの」

　そう言って見惚れるくらい綺麗に笑った蓮士郎に、ひまりは息が止まりそうになった。顔を真っ赤に染めて俯くと、蓮士郎が「ん？」と顔を覗き込んでくる。

「……っ！　な、なんでもない。それより早く蓮士郎が泊まってるホテルに行こ！」

「もしかして照れてるの？」

「知らない。蓮士郎がかっこ良すぎるのがいけないの」

「何それ」

　くつくつと笑う彼の手を引っ張って歩き出す。すると、蓮士郎が背後から抱きついてきた。甘えるようにすり寄ってきたかと思うと、首裏にキスが落ちてくる。ひまりの胸の下で、彼の手が交差しぎゅっと抱き込まれた。

「ねぇ、ひまり。もう一回言って？　僕のこと本当に好き？」

「うん、好きよ。大好き！　これからは何度だって、ちゃんと伝えるから……」

　蓮士郎の声は少し硬くて照れと不安が入り混じっていた。彼の問いかけに迷いなく答えると、首筋にきつく吸いつかれる。

「っぅ！」

「僕は愛してるよ」

「……っ、わ、私も愛してるわ！　私、蓮士郎がいないと駄目なんだから！　貴方がいないと生きていけないのよ……」

　これは本気でそうだと思う。今回、自分がどれほど彼に頼って生きてきたかを痛感した。彼がいるからこそ前を向けるのだ。ひまりが頬を赤く染めて早口でそう言うと、彼が幸せそうに笑う。

「ああ、もう。我慢できないかも。急いでホテルに戻ろう」

「うん」

　熱を孕んだ瞳で見つめられて息を呑む。蓮士郎の力強い手に引っ張られ、足早に彼が泊まっているホテルの部屋へ向かった。
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「んっ、んんぅ！」

　泊まっているホテルの部屋に入るなり、壁に背中を押しつけられ唇を奪われる。その激しさに息ができなかった。苦しさで彼の背中を叩くと、ゆっくりと唇が解放される。

「あ、あの……先にシャワーを浴びたいんだけど……」

「それはお風呂で抱かれたいってこと？」

「違っ……」

　モジモジしながらそう言うと、予想外の答えが返ってきて慌てて首を横に振る。焦りから誤魔化すように蓮士郎の服を掴むと、フッと笑った彼と視線が絡み合う。そのまま吸い寄せられるように、また唇が重なった。

「ん……は、ぅっ……ん」

　舌先で唇をこじ開け、ぬるりと口の中に入ってくる彼の熱い舌が口内を這い回ってくらくらした。絡まり合った舌から、くちゅくちゅと卑猥な音が立つ。その音に鼓膜を犯されながら、いつしか夢中でキスをしていた。気持ち良くて、シャワーがどうでもよくなってくる。このまま彼の熱に溺れてしまいたい。でもここはドアの前だ。

　ひまりは瓦解しそうな理性で、キスをしながらブラウスを脱がしてくる蓮士郎を止めた。

「はっ、はぁっ……れ、れんしろっ、待って……。ここでしたら廊下に聞こえるから……」

「大丈夫だよ。この部屋、ジュニアスイートだし……フロアに二部屋しかないから、きっと聞こえないよ」

「で、でも……ベッドがいいの！」

　懇願するように蓮士郎を見つめると、抱き上げてベッドまで運んでくれる。そのまま覆い被さってきた彼の滾った目には理性的なものはひと欠片も残っていなさそうだった。その強すぎる視線に身震いする。

「れんしろっ、んんぅ！」

　ひまりがたじろぐと、またキスされる。そっと蓮士郎の背中に手を回すと、彼の手が胸の膨らみをなぞった。ブラ越しなのに親指で擦られると胸の先端が刺激されてドキドキした。ひまりが体を震わせると、蓮士郎の手が背中に回りホックを外す。

「んんっ、ふぁっ……ああっ」

　羞恥心を感じる間もなく、露わになった胸の先端を左右同時に指で摘み上げられて甘い声が止められない。

（やぁっ、これ気持ちいい……！）

「ねぇ、ひまりも僕の服脱がしてよ」

（ぬ、脱がすっ!?）

　唇を離して、ひまりの反応を楽しみながら両方の胸の先端を弄ぶ蓮士郎の言葉に、ひまりは驚きのあまり一瞬息を詰めた。何も言えないでいると蓮士郎に体を起こされ手を彼の服へと誘導される。どうしていいか分からず促されるままに、一つ一つボタンを外していくと、全部外し終わった時に下衣を押し上げている彼の下半身が目に入った。

（もうやだ。これめちゃくちゃ恥ずかしい……！）

　脱がしているのは自分なのに、こっちが丸裸にされている気分だ。部屋の中に漂う淫靡な空気のせいだろうか。

「これも脱がすの？」

「ん。お願い……」

（恥ずかしいけど、このままだと苦しそうだものね）

　意を決して震える手でベルトを外し、前を寛げる。すると、露わになった硬い屹立に、ひまりは小さく悲鳴を上げた。

（し、下着の上からなのに、大きい……）

「は……っ、やば……もうガチガチ。はぁ、っ……ねぇ、早く脱がせて」

「う……うん……が、頑張る」

　彼の熱い息と獣のような瞳が次を促してくる。

　もうパニックでどうにかなりそうだ。見ないように目を瞑りながら、えいっと彼の下着を脱がすと、勢い良くぶるんと出てきた。お臍につきそうなくらい隆々と聳り勃っている彼のものに釘づけになる。

（すごい……）

　今まで何度も体を重ねたが、まじまじと見たのは初めてな気がする。ひまりはおそるおそる彼の屹立に手を伸ばした。そこはとてもあつくて、触れているところからじんわりと熱が広がっていく。

（えっと……擦ればいいのかな？）

　蓮士郎の様子を見ながら手を上下に動かすと、すぐさま止められる。

「ちょっとストップ」

「気持ち良くない？」

「気持ちいいけど……そんなことされたら暴発しちゃいそうだから駄目……」

「イッたらいいじゃない。どうして駄目なの？　あ！　もしかして早くイクのが恥ずかしいの？　やだ、そんなの気にしなくてい……きゃっ！」

　余裕のない蓮士郎を笑うと、目をすっと細めた彼に押し倒され大きく足を開かされる。慌ててスカートを押さえて隠そうとしたが、彼はひまりの抵抗など意に介さず、ひまりの太ももに頬擦りし、ちゅっと吸いついた。

（こ、この体勢やだ……！）

　ひまりが蓮士郎の頭をぐいぐい押すと、彼が愛液で湿ったショーツのクロッチを指で上下に擦り上げた。

「じゃあひまりの中でイカせてよ」

「ひゃっ、あ……ああっ！」

「もうびしょびしょだね。すぐにでも一つになれそうだけど、久しぶりだからじっくりとほぐそうか」

　羞恥心から泣きそうになりながら顔を手で隠していると、蓮士郎がひまりのショーツを脱がし、潤いの元に舌を這わせてきた。濡れた花弁を舌で割り開くように、ゆっくりとなぞる彼の熱い舌に腰が勝手に揺れる。

「あっ……ふぁ、ああっ、気持ちいっ」

　ひまりが蓮士郎の髪をぎゅっと掴んだのと同時に、彼の舌先が花芽に触れた。

（あっ、今そこ……駄目……）

　久しぶりの触れ合いで興奮しているせいか、蓮士郎からもらう快感がいつも以上に大きい。今舐められたら確実に達してしまう。そう思ったひまりは腰を引いた。が、抵抗虚しく引き寄せられてしまう。

「逃げちゃ駄目だよ」

「ち、違うの。だって、気持ちよすぎて、私もすぐイッちゃいそうだから……」

　蓮士郎の咎めるような視線に観念して打ち明けると、彼が「ふーん」と笑う。その嗜虐的な笑みに肌が粟立った。

「ひまりは早いとか考えずにいっぱいイッていいんだよ。それに、さっきあれだけ僕のことを煽ったんだから覚悟しておいてね。たくさん気持ち良くなろうか」

　蓮士郎のぎらついた目に顔を引き攣らせる。心臓がけたたましいくらいに鼓動して、なぜかお腹の奥がきゅうっとなった。

　どうしようもなく恥ずかしいはずなのに、期待している自分がいる。彼の劣情を全部ぶつけてほしいとさえ思った。

「あんっ！」

　蓮士郎はひまりの返事を聞く前に、花芽の薄皮を舌先で器用に剥き、こりこりと転がす。敏感なそこを集中的に舐られ、止めどなくあふれてくる愛液を啜られる。追い詰められていくのを感じて、縋るように蓮士郎の髪を掴んだ。

（も、もう……イッちゃう！）

「ふあっ、あ、ああっ……」

　ひまりが目を瞑って大きな快感の波に耐えようとした時、蓮士郎が舌を蜜口に差し込み、花芽をぎゅっと押し潰した。目の前がちかちかして、足先まで力が入る。

「──っ！」

　頭の中が真っ白に染まって、彼の髪を掴んでいた手がずるりとシーツの上に落ちる。ひまりが呼吸を整えていると、蓮士郎が指を根元まで挿れた。

「はうっ！　れ、れん……れんしろ……っ、待っ、待って……イッたから、指抜いっ、ひゃんっ！」

　まるでもっとイケと言わんばかりに奥のほうを指先で擦り上げられて大きく目を見開く。彼はひまりの懇願を無視して、指をぎりぎりまで引き抜いたかと思うと一気に奥まで穿った。

「やあっ、あっ……待っ、ひう、ああぁぁっ」

　蓮士郎の骨張った指が内壁を擦りあげると、体が絶頂の波に攫われる。足先まで真っ直ぐに伸びて体ががくがく震えた。それでも尚、追い立てられ連続でイカされる。イッたあとに続けられるのは苦しいはずなのに、蓮士郎が中を擦り上げるたびにその苦しさが快感にすり替わる。

（こ、これがお仕置き？）

　耐えられる気がしない。気持ちよすぎて死んでしまいそうだ。

　彼の手を掴んでいやいやと首を横に振る。

「んぅ、も……もぉ、やだぁっ……死んじゃうからぁ」

「ごめんね……。指一本じゃ足りなかった？」

「へ？　な、何？」

　言われていることの意味が分からず混乱していると、中に挿れる指を突然二本に増やされて、思わず蓮士郎の手に爪を立ててしまう。

「ひああっ、だ、駄目っ……それ、気持ちよすぎて無理ぃ！」

　ひまりが駄々を捏ねるように泣くと、蓮士郎の指が恥骨の下あたりを擦り上げた。瞬間、変な感覚がひまりを包んだ。

（な、何？　これ、変？）

　何かがあふれてきそうで、いつもとは違う感覚に本能的に腰が引けた。

「可愛いね、奥までとろとろだ。そういえば、潮吹きしたことなかったよね？　そろそろ覚えようか？」

「や、やだっ……そんなの、覚えたくなっ……」

「どうして？　僕のすべてを受け入れてくれるんじゃなかったの？　それとも、ひまりの気持ちはその程度だったの？」

「違う……！」

　蓮士郎の言葉にぐっと唇を噛む。

　そんな言い方はずるいとは思うが、彼を拒絶して傷つけたことを反省したと言いながら、あれもこれも嫌だなんてわがままだ。ひまりは体から力を抜いて、蓮士郎に頭を下げた。

「ご、ごめんなさい……気持ちよすぎてパニックになっちゃったの……頑張るから、私の全部を蓮士郎のものにして？」

「いい子だね。じゃあ、もう少しだけ頑張ろうか」

「ひゃっ！」

　蓮士郎の指が恥骨の下あたりを引っ掻くように擦ってきた。何かが出てしまいそうな感覚に下唇を噛む。

（出ちゃう。それ以上したら、本当に……出ちゃう！）

　でも我慢したら蓮士郎に叱られる。そう思ったひまりは目を閉じて、彼に身を任せた。

「可愛いよ。もっと乱れたひまりを見せて？」

「え……待って、それは……っ」

　蓮士郎は中を指でかき混ぜながら、ひまりの脚の間に顔をうずめて花芽を舐め出した。その行動にパニックを起こし、思いきり彼の頭を押しのけようとした。

「やだっ、指抜いてっ……顔どけてっ、おねがいっ、ほ、本当に、出ちゃう、出ちゃうからっ。ああ──っ!!」

　潮を吹きそうなのにそんなところにいられたらかかってしまう。

　泣きながら悲痛な声をあげた瞬間、プシャッと透明な液体が吹き出して蓮士郎の顔を濡らす。

（あ、私……）

「ご、ごめんなさい。我慢できなかったの……」

　床に落ちている服を拾い、彼の顔をごしごしと拭く。泣きながら謝っていると、蓮士郎が抱き締めてくれた。その表情はなぜか困り顔だ。

「どうしてひまりが謝るの？　悪いこと何もしてないのに……」

「だ、だって……かけちゃったから……」

　蓮士郎を拭きながら泣いていると宥めるように頭を撫でてくれる。もう一度謝って抱きつくと、彼が苦々しい表情で笑った。

「僕こそごめん。ちょっと意地悪しすぎたかな」

「……意地悪だったの？」

「だってひまりが可愛すぎるのがいけないんだよ。いじめると、すごくいい顔するんだ。だからつい……」

（何よ、それ）

　いじめるといい顔をするなんて言われて喜ぶ人なんていないと思う。ぷいっと顔を背けてむくれていると、彼がひまりの左手を取った。何かを嵌めるような仕草に蓮士郎の顔を見る。

「……！　こ、これ……」

「うん、ひまりを迎えにシチリアに来る前に用意しておいたんだ。ねぇ、ひまり。僕と結婚してくれる？」

　左手の薬指に輝く指輪をジッと見つめる。ピンクゴールドのアームの上に流れるように配置されたダイヤモンドが美しいラインを引き、センターにはダイヤモンドで模した可愛いカメリアの花が輝いている。まさかセックスの途中でプロポーズされると思ってもなくて、頭が真っ白になった。左手の薬指に輝く自分好みの指輪を呆然と見つめる。

（は、早く何か言わなきゃ……）

　そうは思っても嬉しすぎて言葉にならなかった。また泣きはじめたひまりの頬に蓮士郎が手を添える。

「結婚なんて早すぎると思うかもしれないけど、僕としては早く君を自分のものにしておかないと落ち着かないんだよ。さっきお仕置きしてって言ったよね？」

「……うん」

「じゃあ僕に君を縛らせてよ。心だけじゃなく法でもひまりを縛って独占したい。君のすべてを僕にくれる？」

　嬉しい。そこまで強く思ってくれているのかと思うと、さらに涙が出てくる。ひまりが何度も頷くと、蓮士郎が抱き締めてくれる。

「う、嬉しい……ありがとう……。わ、私、いいお嫁さんになれるように頑張るね！」

　言葉にすると彼との六年間の思い出が頭の中を占める。思えば、彼には苦労ばかりかけた。ほかの人への恋愛相談という無神経なことをしたどころか、その人とトラブルまで起こして助けてもらっている。その上、感情的になって蓮士郎を責めて遠ざけた──結局数日も経たないうちに後悔して泣いているくせに、いっときの感情で彼を傷つけたのだ。ずいぶんと心配をかけたと思う。ひまりが蓮士郎に抱きついて泣いていると、「ひまりは泣き虫だなぁ」という嬉しそうな声が聞こえる。

「幸せになろうね。大好きだよ、ひまり」

「……っ！」

　幸せにするじゃなくて幸せになろうという言葉がすごく嬉しかった。これからもずっと一緒に歩んでいくんだという実感が沸々とわいてきて、何度も何度も頷いた。

「大好き！　これからは絶対に離さないで！　私、ばかだから……これからも感情的になっちゃうことがあるかもしれないけど、本心じゃないから」

「もちろん離さないよ。ひまりが泣いたって離してなんてやらない」

　そう言った蓮士郎に膝の上に跨らせられ、ぎゅっと抱き込まれる。お互いの性器が触れ合う感じがして、彼の肩に手を置いて腰を浮かせた。ぷるぷると震えながら困り顔で彼を見ると、ひまりの腰をぐっと掴んで濡れそぼった蜜口にぬるぬると硬い屹立を擦りつけてくる。愛液を纏わりつけるように何度も上下に擦られると、蜜口が期待でひくひくするのが分かった。蓮士郎はひまりの反応を楽しむように花芽の薄皮を剥くと、そこを重点的に責め立てる。

「ああっ、やっ……意地悪しないでっ、早く……」

「早く何？」

　蓮士郎の硬い屹立が触れたところからじんわりと熱と痺れが広がってくる。焦らされるのは嫌なはずのに、全部の意識がそこに集中してなぜか気持ち良かった。ひまりは息を呑んで彼を見た。

「れ、蓮士郎が欲しいの……は、早く挿れて？」

「ちゃんとおねだりができて、いい子だね。じゃあ望みどおりに奥まで突き挿れて、いっぱい中を掻き混ぜてあげるよ」

　下腹部を撫でられて、一瞬息が止まる。すると、蓮士郎がフッと笑った。

「ひまりの入り口、ひくひくしてるよ。もしかして想像した？」

　花芽を軽く引っ掻きながら、先端だけを入れて浅いところをゆるゆると刺激してくる蓮士郎に返事がしたくても何も言えなかった。ひまりが小さく喘いでいると、ずぷっと一気に奥まで突き挿れられた。突然与えられた抗えない快感に、蓮士郎の背中に爪を立てる。

「あっ、ああっ、もぉ、はっ……」

　彼にしがみついて呼吸を整えようとしているのに、蓮士郎は息をつく暇もなく激しく揺さぶってくる。彼は男の欲を孕んだ瞳でひまりを見つめ、ひまりの体を中も外も余すことなく貪った。それが嬉しくて多幸感が包む。ひまりが恍惚の表情を浮かべると、蓮士郎も幸せそうに笑った。

「だぃ、好き……愛してるっ」

「僕も愛してる。ひまり、愛してるよ」

「ああっ……やあっ、イッちゃっ……あん、ひゃあぁんっ！」

「ひまり……っ」

「きゃっ！」

　余裕のない声で名前が呼ばれたかと思うと、蓮士郎が勢い良く屹立を引き抜き、ひまりの体をうつ伏せにした。そして腰を強く引かれ、蓮士郎にお尻を突き出させられる。

（〜〜〜っ！）

　何度してもこの体位に慣れない。恥ずかしくてたまらないのだ。ひまりが羞恥心に耐えるようにシーツに顔をうずめると、そのまま一気に奥まで穿たれた。

「ああぁぁっ！」

　背中を反らして悲鳴を上げる。シーツにしがみつきながら、ポタポタと愛液を滴らせた。さっきからずっとイッていて心拍数も呼吸もめちゃくちゃだ。気持ちよすぎて、目の焦点すら合っていない。夢見心地で、彼の激しい劣情を受け止める。蓮士郎はひまりの首筋に噛みつくように吸いついてキスマークをつけた。合間に聞こえる息づかいから彼が興奮しきっているのが分かる。

「あっ、ああっ……れん、ひああぁっ」

　蓮士郎は背中にも赤い痕をつけながら、深く挿入し容赦なく最奥を突き上げる。

（やだ、こんなのだめぇ……）

　雁首が中を引っ掻くように出入りする感覚に、気持ちいいでいっぱいになって頭がおかしくなりそうだった。もう何も考えられない。

「あっ、ひうっ……これ、無理っ、変、変になるのっ……あっ、ああっ、待って、イッちゃう！　イッちゃうからぁ」

「無理。可愛すぎて止まれないよ」

「ひあっ……ああっ、あっ……ほんとにっ、気持ちよすぎて、駄目なのっ！」

　蓮士郎はひまりの必死の懇願を無視して腰を振り続ける。そして顎を掴んで顔を後ろに向けさせた。

「ひうぅ……ん、んんっ」

　その体勢でキスをされるとお腹側にも刺激が来て、体が快感に強張る。奥だけじゃなく、蜜路がすべて強く擦り上げられた。

「──っ!!」

　抗えないほどの大きな法悦の波に攫われて、体がばかになったみたいにびくびくする。蓮士郎はそんなひまりに何度も「可愛い」と言いながら、ちゅっちゅっとキスをしてくる。そしてぐっと鈴口を子宮口に押しつけた。

「はっ、あ……あ……」

　もうまともな声すら出ない。ただただ気持ちが良くて、頭も体も快感を拾うことしか考えられなかった。

　ひまりが激しい快感に体を震わせていると、中で彼のものが一際大きくなって熱いものがお腹の奥深くに広がる。

「あっ、ああっ……」

　蓮士郎は力の入らないひまりを押さえつけ、子宮にたっぷりと流し込むように最奥に先端を押しつけ出した。

「ひあ、あぅ……っ」

「は……っ、やば……っ、いっぱい出ちゃった」

「やっ、奥ぐりぐりしないでっ……またイッちゃうからぁ」

　出したものを塗りつけるように奥に擦りつけてくる蓮士郎にいやいやと首を横に振る。が、抗えずにイッてしまった。

「中出しされながらイッちゃうなんて……。ひまりのえっち」

「ば、ばか。誰のせいだと思ってるのよ」

　キッと睨みつけると、蓮士郎が悪びれもせずに笑いながら中のものをゆっくりと引き抜いた。卑猥な音と共に蜜口から温かいものが流れ出てきた感覚に体が震える。

（あ……っ！）

　お腹の中にいっぱい注がれた彼の精液に多幸感でうっとりとする。ひまりが心も体も満たされていくのを感じて法悦の余韻に浸っていると、蓮士郎がまた覆い被さってきた。

「全然足りない。続きしていい？」

「だ、駄目っ！　これ以上は死んじゃう。続きは休憩してからにしようよ」

　気怠い体を奮い立たせて、首を横に振る。すると、彼は不満げな声を出しながらも、ひまりを抱き起こしてくれた。

（蓮士郎、好き）

　甘えるようにすり寄ると、蓮士郎がひまりの左手の薬指にキスを落とす。薬指には先ほど彼がくれた指輪がキラキラと輝いている。

「ねぇ、ひまり」

「ん？」

「さっきの話の続きなんだけど、ひまりはゲームのこと覚えてる？」

（そういえば、そんな話もあったわね）

　蓮士郎と一緒にいることが当たり前すぎて、最初のほうに彼としたゲームの話がすでに飛んでしまっていた。

「負けたら蓮士郎に従うってやつよね、確か」

「うん。意地を張ってるひまりの心をとかす目的だったから、本気ではなかったんだ。ただ……ゲームが終わったあとは一緒に日本に帰ってくれたら嬉しいなとは考えていたかな。社長も望んでいたわけだし……」

　彼は言葉を切って、乱れたひまりの髪を手櫛で梳かしてくれる。

「でも予定が変わったんだ。ゲームをする必要はなくなったし、数年は帰らないでここでリゾート事業を手伝うことになると思う。ひまりの口ぶり的に理解しているのは分かってるんだけど、改めてちゃんと話をしたほうがいいかなと思って」

「うん。ここに来る前にパパと電話で話したから、ちゃんと分かってるわ。こちらで学んで次代の会社を担える逸材になってこいって言ってたよ」

「それは頑張らないとな」

　最初は父に頼まれてひまりを迎えに来るついでに祖父の仕事を手伝う予定だったのだろうが、祖父が気に入った以上そう簡単に帰国を許してくれるはずはない。おそらく一人前になったと認めてもらえるまで、帰れないだろう。

（数年もこっちにいるなら、レンを呼ばなきゃ！）

　ひまりは体を少し離して真剣な眼差しで蓮士郎を見つめた。

「ここで頑張ることに異論はないんだけど……どうしても心残りがあるの……」

「何？　なんでも言って」

「あのね、レンを日本に置いておくのが気掛かりなの。できるなら、こっちに呼びたい。駄目？」

　数ヵ月なら日本で待っていてもらったほうがいいが数年なら話は変わってくる。レンはもう老犬なので、できるだけ長く一緒に過ごしたい。海外に動物をつれてくる手続きの大変さやレンへの負担は分かっているが、それでもレンを呼びたい。

「もちろん。それは僕も考えていたから心配しないで。煩雑な手続きではあるけど、不可能じゃない。こっちにはそういうのに詳しい人もいるから教えてもらいながら、一緒に手続きをしよう」

「ありがとう！」

　心がパァッと輝く。この三ヵ月──ずっと寂しい思いをさせているんじゃないかと気になっていたのだ。早く立ち直って帰るつもりだったのに蓮士郎が迎えにきてくれるまで、部屋に引きこもってばかりだった。時間がかかるならレンを連れてくれば良かったと後悔していたから、賛成してもらえて嬉しい。

「但し、ひまりはたくさんパーティーに参加すること」

「え？　パーティー？　あ……そうよね。苦手だけど東条の娘として貴方の婚約者として頑張るわ」

「それはお医者さまと相談をしつつ、ひまりの体調のいい時に追々かな。そうじゃなくて、この前の時にひまりが女の子と約束していたほうだよ。その子以外からもホームパーティーの招待がいっぱい来てるんだ。ひまりがしなきゃいけないことは約束を守って遊びに行くことだよ。皆と今以上に仲良くなろうね」

「うん！」

（嬉しい！）

　シチリアに来て蓮士郎が迎えに来てくれて、素晴らしい経験と気づきを得られた。

　今でもまったく怖さがないわけではないが、蓮士郎のおかげで前を向けるようになった。

（心の傷を癒してくれた蓮士郎のためにも、これからは私も甘えてばかりじゃいけないわよね）

　今まで苦労をかけた分、これからはひまりが彼を癒そうと心に決めてニコリと微笑みかける。

「蓮士郎、大好き。愛してるわ」

　ひまりは自分にかけてくれた時間と砕いてくれた彼の心を胸にいだき、どんな時でも蓮士郎に寄り添える人間になろうと誓いを込めて、彼にキスをした。
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　はじめまして。この度は本作品をお手に取っていただき、本当にありがとうございます。アドリアと申します。

　濃蜜ラブルージュ様は私自身とても大好きなレーベル様なので、今回こうしてご縁をいただけてめちゃくちゃ嬉しいです。初めてご連絡をいただいた時は言葉では表現しがたいほどの嬉しさと驚きがあり、あの感動は一生忘れられません。というのも、濃蜜ラブルージュ様で書かせていただくのは、長年の夢でしたので叶って筆舌に尽くしがたいくらい幸せです！




　本作には私の好きや性癖をいっぱい詰めさせてもらいました。ワンコ系ドＳヒーローが大好物なんです（笑）

　対するヒロインは猫ですね。そのうえ鈍感なので中々ヒーローへの気持ちに気づけません。ヒーローに振り回されながらも、実際振り回しているのは彼女かなとも思います。ヒーローも中々自分の立場を言いませんが、彼の愛情表情は常に全力です。

　途中すれ違いも起きましたが、基本的には迫られ、振り回され、美味しくいただかれながらも、彼の気持ちに気づいていき、同時に過去のトラウマを克服するように頑張っていく。そんなお話を書きました。楽しんでいただければ幸いです。

　イラストを担当してくださった石いし田だ惠めぐ美み先生には、可愛いお嬢様ヒロインとワンコなヒーローをとても素敵に描いていただきました。可愛い顔をしていると思いきや、漏れ出る男としての色気。エロすぎる二人にキュンキュンしてしまいます。お気に入りの二人です。石田恵美先生、本当にありがとうございました！




　最後になりますが、担当様方をはじめ、本作を書き上げるにあたってご尽力いただきました皆様に心から感謝を申し上げます。そして本作を通して読者の皆様とご縁をいただけましたこと幸甚の至りでございます。

　それでは、またお会いできる日を夢見ております。
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